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・
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１ 木や花をたいせつにし

美しいまちをつくろう

２ ともに学びあい

心 や か ら だ を き た え よ う

３ 明るい家庭をつくり

若い力を育てよう

４ よく働き

豊かなくらしをともにしよう

５ 協力し助けあい

住みよいまちにしよう
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青梅織物工業協同組合の建物群（青梅市西分町３－

１２３）が国登録有形文化財に登録されました。

青梅織物工業協同組合の建物群は、当市を代表す

る産業であった織物産業の歴史を今に伝えるもので

あり、本館をはじめとして旧都立繊維試験場、旧織物

加工工場、旧発券倉庫の４棟が平成２８年１１月２９日

付で登録されました。今回の登録で市内にある国登

録有形文化財は６件となります。

★青梅織物工業協同組合とは？

青梅織物工業協同組合は昭和２３年に設立され、製品

品質向上や品種多様化、販路拡張を目指した青梅織物

品評会を都と共催で開催したり、戦後の流通や経済環

境の変化に耐えうる企画や方針策定するなど青梅の織

物産業にとって大きな役割を果たしてきました。

★国登録有形文化財とは？

国登録有形文化財とは、国登録有形文化財制度に

基づき、近年の国土開発や都市計画の進展、生活様式

の変化等により、社会的評価を受ける間もなく消滅

の危機にさらされている多種多様かつ大量の近代等

の建造物を後世に伝えるために、登録された文化財

のことです。
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問い合わせ 文化財の登録に関すること…郷土博物館緯２３－６８５９ ▽青

梅織物工業協同組合に関すること…青梅織物工業協同組合緯２２－

２１２６
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市内にある国登録有形文化財
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織物の産地である
青梅の試験研究機関
として、昭和１０年に
設置。昭和２２年に現
在の敷地に移築され
ました。

現在は、イベント
ホールとして使用さ
れています。
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同組合の事務所として建
築。品評会などの会場とし
て使用されました。

現在も同組合の事務所と
して使われています。地域
織物産業の歴史展示室を設
け、青梅の織物の歴史を伝
えています。
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輸出織物の仕上げ加工を
するための、共同整備工場
として建築された。

のこぎりのような４連屋
根が特徴で、現在は工房や
ギャラリースペースとして
活用されています。
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昭和７年ころに同組合の
敷地に建築された石蔵倉
庫。昭和２７年ころから倉
荷証券を発券する営業倉庫
として使用されました。

現在は、レストランやギ
ャラリーとして使用されて
います。
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新新たに国登録有形文化財に登録されました新たに国登録有形文化財に登録されました！！

青 梅 織 物 工 業 協 同 組 合 の 建 物青 梅 織 物 工 業 協 同 組 合 の 建 物 群群
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一
生
懸
命
で
あ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

人
生
と
は
前
を
向
い
て
進

ん
で
い
っ
た
結
果
の
積
み
重

ね
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
積

み
重
ね
た
も
の
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
、
で
き
上
が
る
道

は
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

立
ち
止
ま
っ
た
ま
ま
で
は

何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
惑
い

の
中
に
あ
っ
て
も
失
敗
を
恐

れ
ず
行
動
し
、
自
分
の
信
じ

る
道
を
進
み
続
け
る
こ
と
が

大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
様
が
心
に
描
く
「
夢
」

や
「
目
標
」
と
い
う
人
生
の

扉
を
、
勇
気
と
強
い
信
念
を

持
っ
て
押
し
開
い
て
く
だ
さ

い
。皆

様
の
若
い
力
と
行
動

力
、
そ
し
て
無
限
に
広
が
る

可
能
性
に
心
か
ら
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新

成
人
お
一
人
お
一
人
の
輝
か

し
い
門
出
を
心
か
ら
祝
福
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
人
生

と
い
う
名
の
道
を
し
っ
か
り

と
切
り
開
い
て
い
か
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

場
面
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
、
私
は
あ
え
て
厳
し
い
道

を
選
択
し
て
き
ま
し
た
。
逆

境
が
自
分
を
育
て
て
く
れ
た

の
だ
と
今
振
り
返
っ
て
実
感

し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
が
あ
り
、
日
本
で
も

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は

あ
る
」、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

偉
大
な
大
統
領
の
一
人
と
い

わ
れ
る
第

代
大
統
領
リ
ン

１６

カ
ー
ン
の
言
葉
で
す
。
ど
ん

な
に
困
難
な
道
で
も
そ
れ
を

や
り
遂
げ
る
と
い
っ
た
確
固

た
る
意
志
さ
え
あ
れ
ば
必
ず

道
は
開
け
る
と
い
う
意
味
で

す
。意

志
を
持
っ
て
行
動
し
て

い
く
こ
と
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
様
の
中

に
は
将
来
の
目
標
が
す
で
に

あ
る
人
も
い
れ
ば
、
ま
だ
見

つ
か
っ
て
い
な
い
人
も
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

ど
ん
な
状
況
で
も
、
常
に
前

を
向
い
て
、
自
分
を
信
じ
て

新
成
人
の
皆
様
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
日
ま
で
、
愛
情

深
く
、
慈
し
み
育
て
て
こ
ら

れ
た
ご
家
族
の
皆
様
に
も
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
将
来
が
晴
れ
や
か
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

二
十
歳
の
頃
と
い
う
の
は
、

人
生
の
中
で
気
力
、
体
力
と

も
に
最
も
充
実
し
て
い
る
時

期
で
あ
る
一
方
、
自
分
は
今

後
の
人
生
を
ど
の
よ
う
な
道

に
進
ん
で
い
く
べ
き
な
の
か
、

ま
た
、
社
会
に
お
け
る
自
分

の
存
在
意
義
は
何
な
の
か
と

い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
惑
い

の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
生
は
よ
く
道
に
例
え
ら

れ
ま
す
。
人
生
と
い
う
名
の

道
は
常
に
一
本
道
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
広
い
道
、
狭
い

道
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
。

そ
し
て
、
時
に
は
分
か
れ
道

が
あ
り
、
選
択
を
迫
ら
れ
る

新

成

人

の

皆

様

へ

青

梅

市

長

浜

中

啓

一

い
て

字
程
度
の
作
文
を
添

８００

付
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
子
育
て
推
進
課
子
育

て
推
進
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
郵
送
…
〒

―
８
７
０
１
青

１９８

梅
市
子
育
て
推
進
課
子
育
て

推
進
係

▽
持
参
…
午
前
８
時

分
～
午

３０

後
５
時

分
に
直
接
子
育
て

１５

推
進
課
子
育
て
推
進
係
窓
口

へ
※
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
電
子
メ
ー
ル
で
の
提
出
は
で

き
ま
せ
ん
。

作
文
の
テ
ー
マ

「
青
梅
市
の

子
ど
も
・
子
育
て
に
つ
い
て

思
う
こ
と
」

※
「
子
ど
も
の
保
護
者
」
の
視

点
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考

青
梅
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
市
民
委
員
募
集
要
領

に
基
づ
き
選
考
し
ま
す
。

※
結
果
は
個
別
に
通
知

そ
の
他

▽
応
募
の
際
の
提
出
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

▽
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
選
考
に
よ
り
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
「
氏
名
」
の
み

を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
推
進
課

子
育
て
推
進
係

平
成

年
度
に
設
置
し
た

２５

「
青
梅
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
の
現
在
の
委
員
の
任
期
が
、

年
３
月

日
を
も
っ
て
終
了

２９

３１

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２７

年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
「
青
梅
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
検
証

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、

年
４
月
か
ら
２
年
間
の

２９

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象

次
の
す
べ
て
の
項

目
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方

②
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
保

護
者
で
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
関
心
が
あ
り
、
青
梅

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に

出
席
可
能
な
方

③
応
募
時
点
で
市
の
付
属
機
関

の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

④
地
方
公
務
員
法
第

条
各
号

１６

に
該
当
し
な
い
方

⑤
青
梅
市
の
職
員
で
な
い
方

募
集
人
数

原
則
、
男
女
各
１

人
委
嘱
期
間

委
嘱
の
日
か
ら
３１

年
３
月

日
ま
で

３１

会
議
開
催
日
程

年
度
は
、

２９

平
日
の
日
中
に
４
回
程
度
を

予
定

応
募
期
間

１
月

日
（
月
）

１６

～
２
月

日
（
金
）

１０

※
郵
送
の
場
合
は
、
２
月

日
１０

ま
で
の
消
印
有
効

応
募
方
法

子
育
て
推
進
課
子

育
て
推
進
係
（
市
役
所
１
階
）

で
配
布
す
る
応
募
用
紙
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
用
紙
に
必

要
事
項
等
を
記
入
の
う
え
、

任
意
の
書
式
に
テ
ー
マ
に
つ

「「「
青
梅
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

青
梅
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」」

委委
員員
を
募
集
し
ま

を
募
集
し
ま
すす

青
梅
市
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

課
▽
持
参
…
午
前
８
時

分
～

３０

午
後
５
時

分
に
直
接
清

１５

掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
窓
口
へ

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
…
思

・
３

２２

５
０
８

▽
電
子
メ
ー
ル
…
死d

iv１
３

１
５
@
city.om

e.tokyo.j

p意
見
に
対
す
る
対
応

受
け

付
け
た
意
見
は
個
人
情
報

を
除
き
、
整
理
・
要
約
し
た

う
え
で
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ

ク
ル
課
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害
関
係
を
有
す
る
方

提
出
方
法

１
月

日
（
消

３０

印
）
ま
で
に
、
表
題
を
「
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
案
）
へ
の
意
見
」
と
し
て
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
意
見
を
記
入
し
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
清
掃

リ
サ
イ
ク
ル
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
電
話
で
の
意
見
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
必
要
事
項
が
未
記
入
の
場

合
は
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
郵
送
…
〒

―
８
７
０
１

１９８

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

１
月

日
（
月
）

３０

ま
で

閲
覧
場
所

清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
（
市
役
所
３
階
）、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
行

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
２
階
）、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
方

③
当
該
案
件
に
直
接
的
な
利

市
で
は
、
廃
棄
物
処
理
に

関
し
て
必
要
な
施
策
を
推
進

す
る
た
め
の
総
合
的
か
つ
中

長
期
的
な
計
画
と
な
る
「
青
梅

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
に
つ
い
て
改
訂
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
は
、「
ご
み
処
理

基
本
計
画
」
と
「
生
活
排
水
処

理
基
本
計
画
」
で
構
成
さ
れ
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
市

町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
５
年

ご
と
に
改
訂
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
改
訂
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
びび
障
害
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金金

の
申
請
受
付
が
終
了
し
ま

の
申
請
受
付
が
終
了
し
ま
すす

だ
さ
い
。

★
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
者
向
け
給
付
金

支
給
対
象
者

基
準
日
（

年
２８

１
月
１
日
）
に
、
青
梅
市
に

住
民
票
の
あ
る
方
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

２８支
給
対
象
者
で
あ
る
方

②

年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年

２８金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受

給
し
て
い
る
方

※
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
）
を
受
給
し
た
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

★

い

ず

れ

も

▽
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合
等

よ
び
基
準
日
に
お
い
て
次
の

方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

①
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

②
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る

支
援
給
付
の
受
給
者

③
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
等

入
所
者
家
族
生
活
援
護
費
の

受
給
者

④
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
非

入
所
者
給
付
金
（
援
護
加
算

分
）
の
受
給
者

※
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
避
難
し
て
い
る
方
等
で
、

他
の
市
区
町
村
か
ら
住
民
票

を
移
さ
ず
に
青
梅
市
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
青
梅
市
で
申

請
を
受
け
付
け
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
臨
時
福

祉
給
付
金
担
当
へ
ご
相
談
く

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
給
付
金
の
申
請
受
け
付
け
が

平
成

年
１
月

日
（
消
印
）

２９

３１

で
終
了
し
ま
す
。
２
月
１
日
以

降
の
受
け
付
け
は
原
則
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
と
思

わ
れ
る
方
は
、
早
め
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

に
よ
る
受
け
付
け
は
１
月

日
３１

の
消
印
有
効
で
す
。

★

臨

時

福

祉

給

付

金

支
給
対
象
者

基
準
日
（

年
２８

１
月
１
日
）
に
、
青
梅
市
に

住
民
票
の
あ
る
方
で
、

年
２８

度
市
民
税
・
都
民
税
が
非
課

税
の
方

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
お

再
発
行
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
後
の
審
査
に
よ
り
、
該

当
と
な
ら
な
い
場
合
あ
り

問
い
合
わ
せ

申
請
書
に
つ
い

て
…
市
臨
時
福
祉
給
付
金
担

当
▽
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

…
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
緯
０
５
７
０
・

・
０３７

１９２

「
サ
ギ
行
為
」
にご

注
意
く
だ
さ
い

臨
時
福
祉
給
付
金
等
の
手
続

き
で
、
市
役
所
な
ど
か
ら
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
受
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
、
青

梅
警
察
署
緯

・
０
１
１
０
へ

２２

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

貸
付
事
業
の
申
請
受
付
は

̎
݄


ま
で
で
す
外

̍̌

大
学
等
に
入
学
し
た
場
合
は
、

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
返
済
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
い
た
だ
く

か
、
広
報
お
う
め
平
成

年
２８

１２

月
１
日
号
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課
庶

務
係

度
認
定
試
験
合
格
者
）
の
学
習

塾
、
各
種
受
験
対
策
講
座
、
通

信
講
座
の
受
講
費
用
（
家
庭
教

師
を
除
く
）
や
、
高
校
・
大
学

等
の
受
験
料
の
貸
し
付
け
を
無

利
子
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
お
子
さ
ん
が
高
校
・

事

業

の

主

な

内

容

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯

の
方
を
対
象
に
、
中
学
３
年

生
・
高
校
３
年
生
ま
た
は
そ
れ

ら
に
準
ず
る
方
（
中
学
校
・
高

校
既
卒
者
、
高
等
学
校
卒
業
程
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２９.１．１５ 広報おうめ

職員の説明

申請書類等

職員の接客態度・対応職員のあいさつ・言葉づかい

市役所の案内表示

窓口の待ち時間の印象 窓口応対の満足度

窓口環境

家家

屋

調

査

に

伺

い

ま

家

屋

調

査

に

伺

い

ま

すす

査
依
頼
を
し
ま
す
。

恭
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
取
り
壊
し
た
方
は
、
所
有

者
の
住
所
・
氏
名
・
家
屋
調

査
済
証
に
記
載
さ
れ
た
番
号

（
不
明
な
場
合
は
、
所
在
地

番
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積

等
）
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
家

屋
係

恭
家
屋
評
価
調
査
に
つ
い
て

市
で
は
、
新
築
ま
た
は
増

築
さ
れ
た
家
屋
（
住
宅
、
店

舗
、
工
場
、
車
庫
、
物
置
等
）

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
平
成

年
２９

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
税
額
を
算
定
す
る
た
め
、

調
査
員
が
家
屋
の
外
部
・
内

部
・
設
備
等
を
調
査
す
る
も
の

で
、

年
中
に
新
築
・
増
築
さ

２８

れ
た
す
べ
て
の
家
屋
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

小
規
模
な
増
築
な
ど
で
建

築
確
認
を
申
請
し
て
い
な
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建
築
確
認
を
申
請
し
て
い

る
場
合
は
、
市
で
把
握
し
て

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
か
ら
調

ママママママママママママママママママママ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真
をををををををををををををををををををを

写
真
を

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
でででででででででででででででででででで
撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮
影影影影影影影影影影影影影影影影影影影影
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

無
料
で
撮
影
し
ま
す
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
住
民

記
録
係

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
※
）
と

は
、
表
面
に
顔
写
真
が
表

示
さ
れ
、
裏
面
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
付
き
の
カ
ー
ド
で

す
。
本
人
確
認
の
た
め
の

身
分
証
明
書
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
証
明
書
類
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
内
の
電
子
証
明
書
を
用

い
た
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
等
の
各
種
電
子
申
請

も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
法
律

上
の
正
式
名
称
で
す
。

～
無
料
の
写
真
撮
影
と
合
わ

せ
て
そ
の
場
で
申
請
ま
で

お

手

伝

い

を

し

ま

す

～

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作

成
を
希
望
す
る
方
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
用
の
証

明
写
真
（
縦
４
・
５
㎝
×
横

３
・
５
㎝
）
を
無
料
で
撮
影

し
、
そ
の
場
で
写
真
を
お
渡

し
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
申
請
の
お

手
伝
い
も
し
ま
す
の
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
お
作
り
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

実
施
期
間

１
月

日
（
月
）

１６

～
２
月

日
（
金
）

午
前

１７

８
時

分
～

時
、
午
後

３０

１１

２
時
～
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
受
付
場
所

市
民
課
（
市
役

所
１
階
）

必
要
な
も
の

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
申
請
書
・
返
信
用
封
筒

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ

ー
ド
に
同
封
の
も
の
、
お

持
ち
の
方
の
み
）

▽
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
等
）

※
返
信
用
封
筒
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
市
で
返
信
用
封

筒
を
用
意
し
ま
す
が
、
郵

送
代
は
自
費
と
な
り
ま
す

の
で
、

円
切
手
を
お
持

８２

１０月１日～７日に、市役所、市民セン

ター等１７施設でアンケートを実施し、

８６９件のご回答をいただきました。

この結果とお寄せいただいた貴重な

ご意見を活用し、更なる市民サービス

の向上に取り組んでいきます。

詳しい集計結果は、市ホームページ

等で公表していますのでご覧くださ

い。なお、割合については、すべて小

数点以下第２位を四捨五入して整理し

ているため、割合の和が

１００％になっていない場

合がありますのでご了承

ください。

問い合わせ 行政管理課

「「市役所市役所のの窓口応対などに関す窓口応対などに関するる市民アンケート」の結果をお知らせ市民アンケート」の結果をお知らせししますます

第２回青梅市

国民健康保険運営協議会

第２回青梅市

交通安全対策審議会

第４回青梅市

介護保険運営委員会

第５回青梅市

行財政改革推進委員会
青梅市スポーツ振興審議会

２月３日（金）

午後１時３０分から

２月２日（木）

午後２時から

２月２日（木）

午後１時３０分から

１月２３日（月）

午前９時から

１月１８日（水）

午後３時から
日時

市役所２階２０１会議室市役所２階災害対策本部室市役所２階２０１・２０２会議室市役所議会棟３階第３委員会室市役所２階２０１会議室会場

平成２９年度青梅市国民健康

保険特別会計当初予算編成状

況等について ほか

春の交通安全運動実施要領

（案）について ほか

介護保険事業の実施状況につ

いて ほか

※会議資料を希望する方は１月２５
日の午後5時までに電話で高齢介
護課へ（土・日曜日を除く、当日会
場でお渡し）

青梅市行財政改革推進プラン

【平成３０年度～平成３４年度】

（仮称）に向けた提言について

青梅市スポーツ振興基金条例

に基づく援助等について ほ

か

内容

６人（抽選）５人（先着）２０人（抽選）１０人（先着）８人（先着）定員

当日の午後１時００分～１５分

に会場入り口で

当日の午後１時３０分～４５分

に会場入り口で

当日の午後１時００分～２０分

に会場入り口で

当日の午前９時までに会場入

り口で

当日の午後２時３０分～３時

に会場入り口で
傍聴受付

保険年金課給付係市民安全課市民安全係高齢介護課介護保険管理係行政管理課行政管理係スポーツ推進課スポーツ推進係問い合わせ

傍傍傍 聴 に お 出 か け く聴 に お 出 か け く だだ ささ いい

第１３回青梅市

梅の里再生計画推進委員会
青梅市都市計画審議会

２月９日（木）

午後３時から

２月６日（月）

午前９時３０分から
日時

市役所２階２０４会議室市役所議会棟３階大会議室会場

「青梅市梅の里再生計画」に基

づくウメ輪紋ウイルス被害か

らの再生・復興に向けた検討

青梅都市計画汚物処理場の決

定について ほか
内容

８人（抽選）１０人（抽選）定員

当日の午後２時３０分～４５分

に会場入り口で

当日の午前８時４５分～９時

に会場入り口で
傍聴受付

梅の里再生担当都市計画課計画係問い合わせ

期期
間
限

期
間
限
定定



広報おうめ ２９.１．１５（４）ホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/

消
費
者
相
談
室
で
は
、
身

近
な
市
民
セ
ン
タ
ー
で
出
張

消
費
者
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
、
年

齢
を
問
わ
ず
幅
広
い
世
代
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
悪
質
な
勧

誘
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
へ

の
架
空
請
求
や
訪
問
販
売
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い

て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
直

接
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

２
月
３
日
（
金
）
午

前

時

分
～
午
後
零
時

１０

３０

分
３０

会
場

新
町
市
民
セ
ン
タ
ー

第
３
会
議
室
▽
今
井
市
民

セ
ン
タ
ー
料
理
教
室

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
民
安
全
課

市
民
相
談
係

出出

張

消

費

者

相

談

出

張

消

費

者

相

談

会会

267

消
費
者
相
談
室
か
ら

洗

濯

表

示

が

変

わ

り

ま

し

洗

濯

表

示

が

変

わ

り

ま

し

たた

電話番号所在地事業協力店
22－4498勝沼３－９２－５長谷川オートサイクル
78－4766本町１３０－１自転車人の店クロチェリスタ
22－2610本町１５２青柳商店
22－4397日向和田３－５２２和田自転車店
22－4667駒木町１－７３７吉川サイクル商会
22－0644友田町２－６７７輪千自転車店
24－0540千ヶ瀬町２－２５８田中輪業
24－2245大門１－７６１－１３サイクルスポーツのざき
22－8161東青梅３－２３－１（有）広瀬商会
22－4602河辺町４－１２－７森田輪業
32－1808河辺町７－１０－１０岡ちゃんサイクル
78－3658河辺町１０－１１－４自転車コーキ屋

老老
齢
年年
金
を
受
け
て
いい
る
方

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へへ

源
泉泉
徴
収
票票
が
送
付
さ
れ
ま

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
すす

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制

度
と
健
康
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、
患
者

負
担
額
の
少
な
い

歳
以
下
お

１８

よ
び

歳
以
上
の
方
へ
、
国
民

７０

健
康
保
険
の
医
療
費
の
額
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成

年

月
か
ら

年
９

２７

１０

２８

月
ま
で
に
医
療
機
関
を
受
診
し

た

歳
以
下
お
よ
び

歳
以
上

１８

７０

の
方
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
１

月
下
旬
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
た
だ
し
、
医
療
費
の
額
が

一
定
額
以
上
に
達
し
て
い
な
い

も
の
は
含
み
ま
せ
ん
。

こ
の
「
お
知
ら
せ
」
が
届
い

た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
手
続
き

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
還
付
金
な
ど
は
発
生
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
給

付
係

国国
民
健
康
保
険
加加
入

国
民
健
康
保
険
加
入
のの

歳歳
以
下下
お
よ
び

歳
以

以
下
お
よ
び

歳
以
上上上
の
方
へ

の
方
へ

１８１８

７０７０

医
療
費
の
額
なな
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

医
療
費
の
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

リサイクルセンターでは、リサイクルできる資

源を回収し、ごみの減量を進めています。

今回は、「せん定枝」をご紹介します。

市内の一般家庭から出たせん定枝は、リサイク

ルセンターへ持ち込んでいただければ、無料で回

収しています。（自宅回収の場合は有料です。）

次の日時であればいつでも持ち込みができます

ので、ぜひご利用ください。

なお、長さ５０唖以下に切って燃やすごみとして

出すこともできます。

持ち込みできる日時 月～金曜日（祝日、年末年

始を除く）、日曜日 午前９時～午後４時

排出するときの注意 持ち込みができるせん定枝

は長さ１斡以下、太さ１０唖以下の生木です ▽毒性

のある木（キョウチクトウ、ウルシなど）やトゲ

のある木（ユズなど）は分けて出してください ▽

せん定枝に絡まっているツタは取り除き、燃やす

ごみとして出してください

排出できないもの 木の根 ▽枯れてしまったもの

▽落ち葉 ▽シュロの幹 ▽皇帝ダリア ▽ツル性の植

物

持ち込み方法 粗大ごみ受付で住所確認後、所定

のカゴに入れてください。

問い合わせ リサイクルセンター☎３１－０５４０

リサイクルセンターリサイクルセンターでで
無料回収しています無料回収しています④④

～ せ ん 定 枝～ せ ん 定 枝 ～～

平
成

年
に
「
老
齢
年
金
」

２８

を
受
け
取
っ
た
方
へ
、
１
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
税
務

署
で
確
定
申
告
を
す
る
と
き
な

ど
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場

合
や
、
紛
失
し
た
場
合
に
は
、

再
交
付
が
で
き
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
障
害
年
金
」、「
遺
族

年
金
」
は
非
課
税
の
た
め
、
源

泉
徴
収
票
の
送
付
は
あ
り
ま
せ

ん
。

再
交
付
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
緯

０
５
７
０
・

・
１
１
６
５
、

０５

青
梅
年
金
事
務
所
緯

・
３

３０

４
１
０

後後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料料

「
納
付
額
調調

「
納
付
額
調
べべ
」の
発
行
に
つ
い

」の
発
行
に
つ
い
てて

す
る
方
の
本
人
確
認
書
類

（
写
真
付
き
の
証
明
書
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
保
険
証
等
を
２
点
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
本
人
と
別
世
帯
の
方

が
来
庁
す
る
場
合
は
、
委

任
状
（
任
意
形
式
）
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
係

行
し
ま
す
。

対
象

平
成

年
中
に
お
け

２８

る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
額
を
知
り
た
い

方
発
行
の
申
し
込
み

保
険
年

金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

窓
口
（
市
役
所
１
階
）
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

発
行
に
必
要
な
も
の

来
庁

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
確
定
申
告
や
市
民
税
・
都

民
税
申
告
の
際
に
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
や
市
民
税
・
都

民
税
申
告
の
際
に
は
、
領
収

書
等
を
添
付
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
希
望
す
る
方

に
は
「
納
付
額
調
べ
」
を
発

松
く
い
虫
防
除
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

松
く
い
虫
防
除
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
すす

～
東
京
都
の
松
枯
れ
予
防
重
点
地
域
と
し
て

～
東
京
都
の
松
枯
れ
予
防
重
点
地
域
と
し
て
～～

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象

永
山
丘
陵
の
一
部

内
容
・
時
期

薬
剤
樹
幹
注
入

（
予
防
）・
２
月
▼
伐
倒
く
ん

蒸
（
駆
除
）・
３
月
予
定

そ
の
他

作
業
は
、
松
の
専
門

家
で
あ
る
松
保
護
士
、
農
薬

管
理
指
導
士
お
よ
び
樹
木
医

が
監
理
・
監
督
し
て
行
い
ま

す
▼
松
く
い
虫
被
害
（
マ
ツ

材
線
虫
病
）
で
は
、
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小

さ
な
線
虫
が
松
を
弱
ら
せ
、

枯
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
線
虫
を
健
康
な
松

に
運
び
、
病
気
を
ま
ん
延
さ

せ
る
媒
介
役
と
な
っ
て
い
る

の
が
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
で
す
。
感
染
し
た
松
や
、

産
卵
さ
れ
た
松
は
、
枯
れ
て

し
ま
う
ほ
か
、
感
染
源
と
な

り
、
さ
ら
に
被
害
が
拡
大
す

る
要
因
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
林
課
林
務
係

え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、

年

月

日
ま

２８

１１

３０

で
に
洗
濯
表
示
を
行
っ
た
衣

類
等
の
繊
維
製
品
は
、

月
１２

以
降
も
そ
の
ま
ま
の
表
示
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

当
面
の
間
、
店
頭
に
お
い

て
、
新
し
い
洗
濯
表
示
が
付

さ
れ
た
製
品
と
こ
れ
ま
で
の

洗
濯
表
示
が
付
さ
れ
た
製
品

と
が
混
在
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
消
費
者
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

消
費
者
相
談
室
緯

・
６
０

２２

０
０
（
相
談
専
用
）

相
談
日
時

月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

午
前

時
～
正
午
、

１０

午
後
１
時
～
４
時

※
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
は

午
後
６
時
ま
で
受
付

問
い
合
わ
せ

市
民
安
全
課

平
成

年

月
１
日
か

２８

１２

ら
、
衣
類
等
の
繊
維
製
品
に

つ
い
て
い
る
洗
濯
表
示
が
一

新
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
洗
濯
表
示
で
は
、

ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機
等
に

よ
る
「
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
」
な

ど
新
し
い
洗
濯
記
号
が
追
加

さ
れ
、
適
用
温
度
が
こ
れ
ま

で
よ
り
も
細
か
く
設
定
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
洗
濯

記
号
の
種
類
が

種
類
か
ら

２２

種
類
に
増
え
ま
し
た
。
こ

４１れ
に
よ
り
、
取
り
扱
い
に
関

す
る
細
か
い
情
報
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
衣
類
等

の
縮
み
や
色
落
ち
な
ど
の
洗

濯
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
規

格
に
合
わ
せ
た
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
海
外
で

購
入
し
た
衣
類
等
の
繊
維
製

品
の
取
り
扱
い
な
ど
も
円
滑

に
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
考

市では、自転車ヘルメットの普及を図り、交通事故の防止と交通事故被害を軽減するため、幼児・児

童用自転車ヘルメットを事業協力店で購入の際、費用の一部を助成しています。ぜひご利用ください。

対象 市内在住の１３歳未満の幼児・児童の保護者

助成内容 幼児・児童用自転車ヘルメット（ＳＧマーク付）の購入１個につき上限２,０００円

まで。ただし、当該年度幼児・児童１人につき１個。事業協力店で取り扱いのものに限り

ます。

購入方法 事業協力店（下表）でヘルメット購入時に助成券を提出し、助成額を差し引い

た金額を支払ってください。

助成券 助成申請すると、内容審査後

に助成決定通知書と助成券を送付

します。（申請受理後、１～２週間

程度かかります。）

申請に必要なもの 印鑑（朱肉を使用

するもの）

受付 市民安全課（市役所３階）

受付時間 午前８時３０分～午後５時

※土・日曜日、祝日を除く

問い合わせ 市民安全課市民安全係

幼児・児童用自転車ヘルメッ幼児・児童用自転車ヘルメットト
購入費用の一部助成を行っていま購入費用の一部助成を行っていますす

市
で
は
、
森
林
病
害
虫
等
防

除
法
に
基
づ
き
、
森
林
環
境
の

保
全
と
被
害
の
拡
大
防
止
を
図

る
た
め
、
公
益
的
機
能
の
高
い

保
全
す
べ
き
松
林
を
対
象
に
、

都
の
補
助
金
を
活
用
し
て
松
く

い
虫
防
除
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

本
年
度
は
、
次
の
と
お
り
予

防
・
駆
除
作
業
を
行
い
ま
す
。

新しい洗濯表示の例

洗濯のしかた 漂白のしかた

アイロンのかけかた クリーニングの種類

乾燥のしかた

タンブル乾燥 自然乾燥

ドライクリーニング ウェットクリーニング

漂白剤不可

高温

手洗い
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イイ
ン
タ
ー
ネ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッッ
ト
で
申
告
・
納

ト
で
申
告
・
納
税税

e
‐
T
a

e
‐
T
a
xx
（（
国
税
電
子
申
告

国
税
電
子
申
告
・・
納
税
シ
ス
テ

納
税
シ
ス
テ
ム
）
ム
）

士
」
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

税
理
士
は
、
税
理
士
証
票

を
携
帯
し
、
税
理
士
バ
ッ
ジ

を
着
用
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

青
梅
税
務
署

緯

・
３
１
８
５
（
自
動

２２
音
声
で
ご
案
内
し
て
い
ま

す
の
で
、「
２
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
）
▼
東
京
税

理
士
会
青
梅
支
部
緯

・
２３

２
３
３
１

「
に
せ
税
理
士
」
お
よ
び

「
に
せ
税
理
士
法
人
」
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

無
資
格
者
が
税
務
相
談
、

税
務
書
類
の
作
成
お
よ
び
税

務
代
理
を
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
専
門
的
知
識
が

欠
け
て
い
る
等
の
た
め
、
依

頼
者
（
納
税
者
）
が
不
測
の

損
害
を
被
る
お
そ
れ
も
あ
り

ま
す
。
税
務
書
類
の
作
成
の

依
頼
等
は
、
正
規
の
「
税
理

に

せ

税

理

士

に

せ

税

理

士

にに

ご

注

意

く

だ

さ

ご

注

意

く

だ

さ

いい

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力

し
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人

事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
申
告
書
や
青
色

申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
等
は
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
「
書

面
」
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
e
‐
T
a

x
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

の
手
引
き
」
や
申
告
書
用
紙

等
は
、
同
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど

申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
をを

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
すす

務
署
徴
収
部
門
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

確確

定

申

告

書

確

定

申

告

書

作

成

会

作

成

会

場場

を

開

設

を

開

設

「
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
書
」
の
作
成
会

場
を
開
設
し
、
申
告
書
等
の
作

成
・
受
付
を
行
い
ま
す
。

な
お
、

年
分
の
確
定
申
告

２８

書
を
「
税
理
士
会
に
よ
る
無
料

申
告
相
談
会
場
」、「
市
町
村
の

相
談
会
場
」
で
提
出
し
た
方
に

は
、

年
分
の
確
定
申
告
等
の

２９

用
紙
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

２

月

９

日

（

木

）

か

ら

受

け

付

け

ま

す

期
間
・
時
間

２
月
９
日
（
木
）

～
３
月

日
（
水
）

午
前
８

１５

時

分
～
午
後
５
時
（
相
談

３０
は
９
時
か
ら
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て

は
、
受
付
を
早
め
に
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
午
後
４
時
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場

青
梅
税
務
署

２
月
６
日
（
月
）
は
市
役
所

で

も

受

け

付

け

ま

す

時
間

午
前
９
時

分
～

時

３０

１１

ご
ろ
、
午
後
１
時
～
３
時
ご

ろ
※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て

は
、
午
前
、
午
後
と
も
受
付

を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

会
場

市
役
所
２
階

～

会

２０４

２０６

議
室

持
ち
物

印
鑑
、
前
年
分
の
確

定
申
告
書
等
の
控
え
、
確
定

申
告
書
の
作
成
に
必
要
な
書

確
定
申
告

確
定
申
告
書書
はははははははははははははははははははははははは
早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににににににに
め
に
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
提
出
をををををををををををををををををををををを

２２
月月

日
（（
木

日
（
木
））
～～
３
月
３
月

日日
（
水
）

（
水
）

１６１６

１５１５

所
得
税
・
復
興
特
別
所

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得得
税税

の

確

定

申

告

と

納

の

確

定

申

告

と

納

税税

申
告
受
付
お
よ
び
納
税
期
間

期
間

２
月

日
（
木
）
～
３

１６

月

日
（
水
）

午
前
８
時

１５

３０

分
～
午
後
５
時
（
相
談
は
９

時
か
ら
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

会
場

青
梅
税
務
署

※
還
付
申
告
を
す
る
方
は
、
２

月

日
以
前
で
も
確
定
申
告

１５
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

復
興
特
別
所
得
税
の
計
算
・

記
入
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

個
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
２５

年
分
か
ら

年
分
ま
で
、
復
興

４９

特
別
所
得
税
（
基
準
所
得
税
額

の
２
・
１
%
）
を
所
得
税
と
併

せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所

得

税

の

確

定

申

告

を

す

る

必

要

が

な

い

方

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が

万
円
以
下
で
、
か

４００

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

類
等

※
税
務
署
職
員
、
税
理
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
、
内
容

が
複
雑
な
相
談
等
は
、
税
務

署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
月

日
（
日
）、

日
（
日
）
は

１９

２６

立

川

税

務

署

で

も

受

け

付

け

ま

す

時
間

午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時
（
相
談
は
９
時
か
ら
）

会
場

立
川
税
務
署
（
立
川
市

緑
町
４
―
２
）

※
国
税
の
領
収
お
よ
び
納
税
証

明
書
の
発
行
は
行
い
ま
せ

ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を

ご

用

意

く

だ

さ

い

所
得
税
等
や
個
人
事
業
者
の

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
税
務
署

等
の
窓
口
へ
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
本
人

確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
で
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ

ー
ド
、
運
転
免
許
証
等
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
錆
０
１

２
０
・

・
０
１
７
８
へ
お
問

９５

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
提
出
し
た
医
療
費
の

領
収
書
等
が
必
要
に
な
る
方
へ

税
務
署
に
提
出
し
た
医
療
費

の
領
収
書
等
の
保
存
期
間
は
１

年
で
す
。
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
際
に
、
次
の
ど
ち
ら
か
を

が

万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

２０
は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
、

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
な
い
場
合
で
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
市
市
民
税
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
…
２

月
１
日
（
水
）
～
３
月

日
１５

（
水
）

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納

税
…
３
月

日
（
金
）
ま
で

３１

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
場
合

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い

と
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
場

合
は
、
早
め
に
電
話
緯

・
３

２２

１
８
５
（
自
動
音
声
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
の
で
、「
２
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）
で
青
梅
税

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横

横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

２
月
１
日
（
水
）
～
３
月

日
（
金
）
は
、
青
梅
税
務
署
の

３１

駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。（
身
障
者
用
等
車
両
を
除
く
）

青
梅
税
務
署
へ
お
越
し
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

に
な
る
か
、
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
や
、
申
告
の
内
容
に
よ
っ
て
は
作
成
に
相
当
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際

に
税
務
署
で
、
添
付
書
類
と

し
て
提
出
し
な
い
で
提
示
す

る
。

②
確
定
申
告
書
を
「
郵
便
物
（
第

１
種
郵
便
物
）」
ま
た
は
「
信

書
便
物
」
と
し
て
送
付
す
る

際
に
、
医
療
費
の
領
収
書
等

の
返
戻
を
希
望
す
る
旨
の
書

面
お
よ
び
所
要
額
の
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
返
送

先
を
記
入
）
を
同
封
す
る
。

財
産
債
務
調
書
・
国
外
財
産

調

書

の

提

出

に

つ

い

て

所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

で
、

年
分
の
総
所
得
金
額
お

２８

よ
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
が

２
千
万
円
を
超
え
、
か
つ
、
２８

年

月

日
に
お
い
て
、
そ
の

１２

３１

価
格
の
合
計
金
額
が
３
億
円
以

上
の
財
産
ま
た
は
そ
の
価
格
の

合
計
額
が
１
億
円
以
上
の
国
外

転
出
特
例
対
象
財
産
を
有
す
る

方
は
、「
財
産
債
務
調
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

年

月

日
に
お

２８

１２

３１

い
て
、
そ
の
価
額
の
合
計
金
額
が

５
千
万
円
を
超
え
る
国
外
財
産

を
有
す
る
方
は
、「
国
外
財
産
調

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

３
月

日
（
水
）

１５

問

い

合

わ

せ

▽
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
…

青
梅
税
務
署
緯

・
３
１
８

２２

５
（
自
動
音
声
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、「
２
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
住
民
税
に
関
す
る
こ
と
…
市

市
民
税
課

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

し
込
み
に
関
す
る
こ
と
…
市

市
民
課

添付書類の提出・提示の省略…源泉徴収票や

医療費の領収書などの記載内容を入力して

送信することにより、これらの書類の提出

または提示を省略することができます。

※法定申告期限から５年間、税務署から書類

の提出または提示を求められることがあり

ます。

還付がスピーディー…ｅ-Taxで申告された

還付申告は、早期処理（３週間程度に短縮）

しています。

２４時間いつでも利用可能…所得税および復

興特別所得税の確定申告期間中は、２４時間

いつでも利用可能です。

※メンテナンス時間を除きます。

ｅｅ-Ta-Taxx利用の利用のメリッメリットト（所得税（所得税））

注

意

事

項

平
成

年
分
の
確
定
申
告

２７

書
を
電
子
申
告
（
電
子
送
信

の
ほ
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ

ン
で
確
定
申
告
書
を
作
成

し
、
書
面
提
出
し
た
場
合
も

含
み
ま
す
）
に
よ
り
提
出
し

た
方
に
は
、

年
分
の
確
定

２８

申
告
書
等
が
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
電
子
申
告
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
ク
緯
０
５
７
０
・

・
０１

５
９
０
１
、
つ
な
が
ら
な

い
場
合
緯

・
５
６
３
８
・

０３

５
１
７
１

受
付
時
間

月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
を
除
く

※
１
月

日
（
月
）
～
３
月

１６
日
（
水
）
の
月
～
金
曜

１５日
、
２
月

日
・

日
・

１９

２６

３
月
５
日
・

日
の
日
曜

１２

日
は
午
後
８
時
ま
で

家
電
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売
な
ど

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

初

期

登

録

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
、
初
期
登
録
を
含

む
一
連
の
操
作
に
よ
り
「
確

定
申
告
書
の
作
成
か
ら
送
信

ま
で
」
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

受
付
時
間（
送
信
可
能
時
間
）

▽
１
月

日
（
月
）
の
午
前

１６

８
時

分
～
３
月

日

３０

１５

（
水
）
…

時
間
（
毎
週
月

２４

曜
日
の
午
前
零
時
～
８
時

分
を
除
く
）

３０
▽
３
月

日
（
木
）
以
降
…

１６

午
前
８
時

分
～
零
時

３０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

操

作

に

つ

い

て

問
い
合
わ
せ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・

作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
自
宅

や
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
申

告
、
申
請
、
届
け
出
、
納
税

等
が
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ

ム
で
す
。

準

備

す

る

も

の

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
…

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告

手
続
き
を
行
う
際
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

標
準
搭
載
さ
れ
て
い
る
電

子
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▽
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
で
、
対
応
す
る
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
異

な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
、
公
的
個
人
認
証
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト

http://

w
w
w
.jpki.g

o.jp/pre

pa
re/rea

der_w
riter.

htm
l

で
確
認
の
う
え
、

HP
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市市
立
総
合
病
院

お
う
め
健
康

市
立
総
合
病
院

お
う
め
健
康
塾塾

西
多
摩
地
域
に
お
け
る
神
経
内
科
診
療

西
多
摩
地
域
に
お
け
る
神
経
内
科
診
療

～

神

経

内

科

と

は

？

～

神

経

内

科

と

は

？

～～

ま
す
。

日
時

２
月

日
（
土
）

午

１８

後
２
時
～
３
時

分
３０

会
場

総
合
病
院
講
堂
（
南

棟
３
階
）

講
師

神
経
内
科
部
長

田

尾

修
氏

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

そ
の
他

次
回
開
催
は
３
月

日
（
土
）「
生
活
習
慣
病

１８を
予
防
し
よ
う
」（
予
定
）

で
す
。

問
い
合
わ
せ

総
合
病
院
管

理
課
庶
務
係
緯

・
３
１

２２

９
１

神
経
内
科
は
ど
ん
な
病
気

を
診
る
科
な
の
か
、
分
か
り

に
く
い
と
い
う
声
を
お
聞
き

し
ま
す
。
確
か
に
神
経
科
、

心
療
内
科
、
精
神
神
経
科
な

ど
と
紛
ら
わ
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
神
経
内
科

と
他
の
科
、
両
方
で
の
診
療

を
必
要
と
す
る
場
合
も
多
々

あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
間
口
の

広
い
診
療
科
と
も
言
え
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
が
、
脳

神
経
専
門
と
し
て
普
段
の
診

療
の
一
端
を
ご
紹
介
し
、
神

経
内
科
に
つ
い
て
ご
説
明
し

仕
事
に
関
す
る
ご
相
談
に
応

対
し
ま
す
。

定
員

各
先
着
３
人
（
１
人
４０

分
・
予
約
制
）

費
用
無
料

申
し
込
み

実
施
日
の
２
日
前

ま
で
に
電
話
緯

・
３
１
９

２２

１
ま
た
は
直
接
総
合
病
院
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
申
し
込
み
の
際
に
、
相
談
内

容
を
簡
単
に
伺
い
ま
す
。

「
受
診
の
た
め
の
休
暇
が
取

れ
な
い
方
」、「
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
た
め
雇
用
条
件
で
お
悩
み

の
方
」
な
ど
、
仕
事
で
お
困
り

の
こ
と
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就
労
継
続
の
た
め
に
必
要
な
情

報
も
提
供
し
ま
す
。

日
時

２
月

日
（
水
）、
３
月

１５

日
（
水
）

午
後
１
時

分

１５

３０

～
３
時

分
３０

会
場

総
合
病
院

対
象

が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家

族
内
容

社
会
保
険
労
務
士
が
、

がが
ん
患
者
さ

が
ん
患
者
さ
んん
のの
た
め
の

た
め
の

就

労

相

就

労

相

談談

発

達

障

害

に

関

す

る

大

人

の

相

発

達

障

害

に

関

す

る

大

人

の

相

談談

日
時

１
月

日
、
２
月

２６

２３

日
、
３
月

日
の
木
曜
日

２３

午
後

会
場

青
梅
市
障
が
い
者
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
大
門
２
―

―
１
）

２６１
対
象

発
達
障
害
の
疑
い
が
あ

る
、
ま
た
は
発
達
の
偏
り
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
成
人
期
の

方
と
そ
の
家
族

内
容

生
活
、
就
労
等
に
関
す

る
相
談

講
師

臨
床
心
理
士

東
原
千

春
氏

費
用
無
料

申
し
込
み

青
梅
市
障
が
い
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

・
３０

０
１
５
２

問
い
合
わ
せ

青
梅
市
障
が
い

者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
市

障
が
い
者
福
祉
課

ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
方

ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
高
い

方
に
、
自
立
相
談
支
援
を
受

け
な
が
ら
就
職
活
動
を
行
う

こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
一
定

期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給

し
ま
す
（
限
度
額
が
あ
り
ま

す
）。

問
い
合
わ
せ

生
活
福
祉
課

内
容

▽
自
立
相
談
支
援
…
相
談
支
援

員
が
生
活
上
の
問
題
・
悩
み

を
一
緒
に
確
認
・
整
理
し
、

必
要
な
支
援
を
考
え
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。
他
に
適
切
な
専
門
機
関

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
機
関

へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

▽
住
居
確
保
給
付
金
…
離
職
な

「
生
活
が
苦
し
い
」、「
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

で
お
困
り
の
方
の
話
を
聴
き
、

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時

月
～
金
曜
日

午

前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

相
談
窓
口

生
活
自
立
支
援
窓

口
（
市
役
所
１
階

番
窓
口
・

１７

生
活
福
祉
課
内
）

生生
活
の
不
安
や
心
配
事

生
活
の
不
安
や
心
配
事
をを

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
いい

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た

だ
く
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
お
持
ち
で
常
勤
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
３
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る

方
任
用
期
間

４
月
１
日
～
平
成

年
３
月

日

３０

３１

※
勤
務
実
績
に
よ
り
更
新
可

勤
務
日
時

月
～
金
曜
日

午

前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分
※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

業
務
内
容

相
談
、
介
護
予
防

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
等

募
集
人
数

１
人

賃
金

日
額
１
万
２
千

円
６７１

※
別
途
通
勤
手
当
等
の
支
給
あ

り
選
考
方
法

資
格
審
査
（
１

次
）、
面
接
試
験
（
２
次
）

※
面
接
の
日
時
は
、
別
途
連
絡

し
ま
す
。

応
募
方
法

１
月

日
（
必
着
）

３１

ま
で
に
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
１
階
）
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持

参
※
土
・
日
曜
日
の
申
込
書
の
配

布
お
よ
び
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
介
護
課
包

括
支
援
係

地地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ーー

嘱

託託

職

員

募

嘱

託

職

員

募

集集集

次
）、
面
接
試
験
（
２
次
）

※
面
接
の
日
時
は
、
別
途
連
絡

し
ま
す
。

そ
の
他

認
定
調
査
は
、
１
か

月
に
７
日
か
ら

日
程
度
の

１０

就
労
の
見
込
み
で
す
。

応
募
方
法

１
月

日
（
必
着
）

３１

ま
で
に
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
１
階
）
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持

参
※
土
・
日
曜
日
の
申
込
書
の
配

布
お
よ
び
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
介
護
課
認

定
係

市
で
は
、
介
護
保
険
の
認
定

調
査
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た

だ
く
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格

介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
ま
た
は
介
護
支
援
専

門
員
の
受
験
資
格
を
有
し
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お

持
ち
で
、
自
動
車
な
ど
の
移

動
手
段
の
あ
る
方

任
用
期
間

４
月
１
日
～
平
成

年
３
月

日

３０

３１

※
任
用
期
間
の
更
新
可

※

年
３
月
中
に
研
修
予
定

２９
業
務
内
容

介
護
保
険
認
定
調

査
募
集
人
数

若
干
人

報
酬

日
額
９
千

円
（
燃
料

８８４

代
等
を
含
む
）

選
考
方
法

資
格
審
査
（
１

市市
嘱
託託
職

市
嘱
託
職
員員

（
介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
介
護
保
険
認
定
調
査
員
））

募
集
募
集

心
得
や
倫
理
、
家
事
支
援
技

術
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
に

関
す
る
講
義

講
師

介
護
福
祉
士

ほ
か

（
予
定
）

定
員

各
コ
ー
ス
先
着

人
５０

（
予
約
制
）

費
用
無
料

持
ち
物

筆
記
用
具

申
し
込
み

１
月

日
～

日

１６

３１

に
電
話
ま
た
は
直
接
高
齢
介

護
課
包
括
支
援
係
へ

３
月
コ
ー
ス
…
３
月

日
１８

（
土
）、

日
（
日
）

午
前
９

１９

時
～
午
後
４
時
・
市
役
所
２

階

・

会
議
室

２０１

２０２

対
象

本
研
修
修
了
後
に
青
梅

市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

青
梅
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
、
市
内
で
活

動
（
報
酬
あ
り
）
で
き
る
４０

歳
以
上
の
健
康
な
市
民

内
容

介
護
保
険
制
度
の
概

要
、
介
護
従
事
者
と
し
て
の

度
や
高
齢
者
の
特
徴
、
支
援
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
ん
で
い
た

だ
き
、
研
修
終
了
後
に
は
「
修

了
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

家
事
援
助
は
初
め
て
と
い
う

方
も
、
新
た
な
支
援
の
担
い
手

と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

事

前

説

明

会

日
時

２
月
３
日
（
金
）

午
前

時
～

時

１０

１１

会
場

市
役
所
２
階

・

会

２０１

２０２

議
室

担

い

手

養

成

研

修

日
時
・
会
場

２
月
コ
ー
ス
…

２
月

日
（
祝
）、

日
（
日
）

１１

１２

午
前
９
時
～
午
後
４
時
・
市

役
所
２
階

・

会
議
室
▽

２０４

２０５

～

小

さ

な

手

助

け

、

大

き

な

生

き

が

い

～

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
を
始
め
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
元
気
な
高

齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
側
と

な
り
、
掃
除
や
洗
濯
、
買
い
物

な
ど
の
家
事
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
支
え
る
新
た
な
担
い
手

と
し
て
、
ま
た
、
元
気
な
高
齢

者
の
新
た
な
社
会
参
加
の
一
つ

と
し
て
、
高
齢
者
へ
の
家
事
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
養
成

す
る
た
め
の
研
修
お
よ
び
事
前

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
研
修
で
は
介
護
保
険
制

元元
気
高
齢
者
等
が
支
え
る
家
事
支
援

元
気
高
齢
者
等
が
支
え
る
家
事
支
援

サ

ー

ビ

ス

の

担

い

手

養

成

研

サ

ー

ビ

ス

の

担

い

手

養

成

研

修修

（
障
害
者
）
の
給
食
調
理
業

務
等

募
集
人
数

各
若
干
人

地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

管

理

管

理

人人

応
募
資
格

昭
和

年
４
月

３０

２
日
以
降
生
ま
れ
の
方

勤
務
日
時

午
前
９
時

分
３０

～
午
後
６
時
（
４
月
～
９

月
は
７
時
ま
で
・
月

日
１５

程
度
）

職
務
内
容

施
設
管
理
業
務

全
般
（
来
客
接
待
等
）、
ボ

イ
ラ
ー
等
の
簡
単
な
機
械

操
作

募
集
人
数

１
人

小
曾
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ

小
曾
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ーー

清

掃

清

掃

員員

応
募
資
格

昭
和

年
４
月

３０

２
日
以
降
生
ま
れ
の
方

勤
務
日
時

午
前
９
時

分
３０

～
午
後
６
時
（
４
月
～
９

月
は
７
時
ま
で
・
月

日
１０

程
度
）

自

立

セ

ン

タ

ー

自

立

セ

ン

タ

ー

支

援

員

（

常

勤

支

援

員

（

常

勤

））

応
募
資
格

福
祉
・
教
育
関

係
の
資
格
を
有
す
る
方

（
介
護
職
員
初
任
者
研
修

修
了
者
も
可
）

勤
務
日
時

祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
午
前
８
時

分
３０

～
午
後
５
時

分
（
完
全

１５

週
休
２
日
制
）

職
務
内
容

施
設
利
用
者

（
障
害
者
）
へ
の
支
援

募
集
人
数

若
干
人

自
立
セ
ン
タ
ー
調
理
員
（

自
立
セ
ン
タ
ー
調
理
員
（
常常

勤
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制

勤
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
））

応
募
資
格

高
校
卒
業
以
上

勤
務
日
時

祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
（
完
全
週
休
２

日
制
）
▽
常
勤
…
午
前
８

時

分
～
午
後
４
時
▽
ロ

４５
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
…
午
前

９
時

分
～
午
後
４
時

１５

（
月

日
程
度
）

１５

職
務
内
容

施
設
利
用
者

青
梅
市
社
会
福
祉
事

青
梅
市
社
会
福
祉
事
業業
団団
臨
時
臨
時
職
員
募
集

職
員
募
集

職
務
内
容

施
設
内
外
清

掃
、
来
客
接
待
等

募
集
人
数

１
人

い

ず

れ

い

ず

れ

もも

勤
務
開
始
日

４
月
１
日

試
験
方
法

履
歴
書
に
よ
る

書
類
選
考
後
、
合
格
者
に

対
す
る
面
接
試
験

応
募
方
法

１
月

日
（
必

３１

着
）
ま
で
に
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
事
前
に
電
話
連
絡
の

う
え
、
〒

―
０
０
２
３

１９８

青
梅
市
今
井
５
―
２
４
３

４
―
２
青
梅
市
社
会
福
祉

事
業
団
事
務
局
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
持
参

受
付
・
問
い
合
わ
せ

青
梅

市
社
会
福
祉
事
業
団
事
務

局
緯

・
１
６
３
１

３２

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分
１５



並木農園並木農園並木農園

河辺町
九丁目
歩道橋
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コンビニ

わかぐさ
公園

（７）２９.１．１５ 広報おうめ 市役所の代表電話は 22‐1111です

農
業
体
験
農
園
「
並
木
農
園
」

で
は
、
平
成

年
の
入
園
者
を

２９

募
集
し
ま
す
。

農
業
体
験
農
園
と
は
、
市
民

農
園
の
よ
う
な
区
画
貸
し
の
農

園
で
は
な
く
、
農
園
主
の
指
導

の
も
と
野
菜
づ
く
り
（
無
農
薬
、

無
肥
料
の
自
然
栽
培
）
が
体
験

で
き
る
農
園
で
す
。

種
・
苗
・
農
具
等
は
農
園
主

が
用
意
し
、
分
か
り
や
す
く
指

導
を
行
う
た
め
、
未
経
験
者
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き
、
季
節

ご
と
の
野
菜
の
栽
培
・
収
穫
を

体
験
で
き
ま
す
。

農
園
所
在
地

河
辺
町
７
―
３

―
５

農
園
主

並
木
す
み
江
氏

募
集
区
画

区
画
（
１
区
画

１２

約

㎡
）

３０

利
用
期
間

３
月
か
ら

年
１

３０

月

日
ま
で

３１

費
用

１
区
画
３
万
７
千

円
８００

（
税
込
）

注
意
事
項

車
で
の
来
園
は
で

き
ま
せ
ん
▼
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

申
し
込
み

１
月

日
（
消
印
）

３１

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
並

木
体
験
農
園
利
用
希
望
」、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

ふ
り
が
な

入
し
、
〒

―
８
７
０
１
青

１９８

梅
市
農
林
課
農
政
係
へ

※
必
ず
農
園
名
を
明
記
し
、
氏

名
は
略
さ
ず
正
確
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
政

係
、
農
園
主
（
並
木
）
緯

・
２４

０
６
０
１

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農

業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農

園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「

並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並

木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農

園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園

農
業
体
験
農
園
「
並
木
農
園

」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園

者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

入
園
者
募
集

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

～

野

菜

づ

く

り

を

し

て

み

ま

せ

ん

か

～

市内の浄水所および小作浄水場の浄水（水道

水）の放射能測定結果をお知らせします。

１２月１５日現在の放射性ヨウ素および放射性セ

シウムはいずれも不検出です。採水場所水源な

ど詳細については、都水道局ホー

ムページ http://www.waterwor

ks.metro.tokyo.jp/をご覧ください。

水道に関する問い合わせ

都水道局多摩お客さまセンター・ナビダイヤ

ル緯０５７０－０９１－１０１（ナビダイヤルをご利

用できない場合緯０４２－５４８－５１１０）

※日曜日、祝日を除く午前８時３０分～午後８時

問い合わせ 市民安全課市民相談係

青 梅 市 内 の 水 道 水青 梅 市 内 の 水 道 水 のの
放 射 能 測 定 結放 射 能 測 定 結 果果

都福祉保健局健康安全部食品監視課が実

施した都内流通食品の放射性物質検査結果

について、１２月６日に採取（購入）した食

品の放射性セシウム（セシウム－１３４、セシ

ウム－１３７）の検査をした結果、すべてにつ

いて基準値未満でした。

なお、詳細については、都福祉保健局ホームペ

ージ http://www.fukushihoken.metro.tokyo.

jp/をご覧ください。

検査結果に関する問い合わせ

都福祉保健局健康安全部食品監視課監視

計画係緯０３－５３２０－４４０４

問い合わせ 市民安全課市民相談係

都 内 流 通 食 品都 内 流 通 食 品 のの
放 射 性 物 質 検 査 結放 射 性 物 質 検 査 結 果果

HP

青青 梅 市 内 の 空 間 放 射 線青 梅 市 内 の 空 間 放 射 線 量量
定 期 定 点 測 定 結定 期 定 点 測 定 結 果果
市では、定期定点測定として、市内４施設、各１地点の空

間放射線量の測定を行いました。測定結果は下表のとおりで

す。

今回の測定値は、これまでに計測した値と大きな差はなく、

現時点においては健康に影

響を与える数値でないと考

えられます。

測定日 １２月１６日

測定機器 日立アロカメデ

ィカル社製ＴＣＳ―１７２Ｂ

問い合わせ

環境政策課環境対策係

測定値
線量率詐Sv/h

（ﾏｲｸﾛｼーﾍ゙ﾙﾄ/時間）測定場所

地上高１斡

０.０４二小

０.０４五小

０.０６成木小

０.０５新町小

HP

申
し
込
み

１
月

日
～
２
月

１６

日
に
環
境
政
策
課
窓
口

１０（
市
役
所
３
階
）
で
配
布
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
メ
ー
ル
死

div1310@
city.om

e.tok

y
o
.jp

、
フ
ァ
ッ
ク
ス
思

・
３
５
０
８
で
環
境
政
策

２２課
管
理
係
へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
お
う
め
環
境
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
７
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
管

理
係

出
展
代
表
者
の
実
行
委
員
会

へ
の
参
加
▽
ご
み
を
極
力
出

さ
ず
出
た
ご
み
は
持
ち
帰
る

▽
営
利
を
目
的
と
し
な
い
。

そ
の
他

選
考
は
、
青
梅
市
環

境
基
本
計
画
の
趣
旨
に
沿
っ

た
活
動
・
事
業
・
研
究
・
作

品
等
、
来
場
者
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
地
域
産
品
等

を
優
先
し
、
会
場
ス
ペ
ー
ス

を
考
慮
し
て
行
い
ま
す
▽
過

去
の
フ
ェ
ス
タ
や
青
梅
市
環

境
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

講
演
会
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

対
象

個
人
、
事
業
者
、
学
校
、

環
境
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等

応
募
内
容

①
出
展
者
の
名
称

②
連
絡
先
（
電
話
番
号
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
）

③
環
境
に
関
す
る
活
動
・
事

業
・
研
究
・
作
品
等
の
概
要

④
出
展
し
た
い
内
容
（
例
…

紙
す
き
、
か
ご
編
み
、
ゲ
ー

ム
、
ク
イ
ズ
等
）

※
詳
し
く
は
応
募
用
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

出
展
条
件
等

出
展
に
か
か
る

費
用
に
つ
い
て
は
、
出
展
者

が
負
担
▽
机
や
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
等
は
市
が
用
意
す
る
も

の
を
利
用
可
（
数
量
を
調
整

す
る
場
合
あ
り
）
▽
会
場
準

備
や
当
日
運
営
へ
の
協
力
▽

お
う
め
環
境
市
民
会
議
・
青
梅

市
で
は
、
６
月
４
日
（
日
）
に
市

役
所
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る

「
お
う
め
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

７
」
の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

お
う
め
環
境
フ
ェ
ス
タ
は
、

環
境
へ
の
取
り
組
み
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
６
月

の
環
境
月
間
に
開
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
今
年
も
６
月
４
日
を
中

心
に
、
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

「「
お
う
め
環
境境
フ
ェェ
ス
タ
２
０
１１
７

「
お
う
め
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」」」

出

展

者

募募

出

展

者

募

集集

▲環境フェスタの様子

※
昨
年
度
落
選
し
た
方
を
優
先

し
、
結
果
は
郵
送

費
用

４
千

円
２００

持
ち
物

か
な
づ
ち
、
軍
手
、

暖
か
い
上
着

申
し
込
み

１
月

日
（
消
印
）

２３

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

ふ

り

が

な

し
、
〒

―
８
７
０
１
青
梅

１９８

市
農
林
課
「
シ
イ
タ
ケ
栽
培

講
習
会
」担
当
へ

※
申
し
込
み
は
１
世
帯
に
つ
き

ハ
ガ
キ
１
枚

日
時

２
月

日
（
土
）

午
前

２５

時
～
午
後
１
時

１０
※
雨
天
時
は

日
（
日
）

２６

会
場

花
木
園
（
小
曾
木
４
―

２
６
１
５
―
１
）

対
象

市
民

内
容

原
木
の
穴
あ
け
か
ら
、

種
ゴ
マ
（
シ
イ
タ
ケ
菌
）
の

打
ち
込
み

※
植
菌
し
た
ほ
だ
木

本
を
持

１０

ち
帰
れ
ま
す
。

※
ほ
だ
木
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
検
査
を
行
い
安
全
な
も

の
を
使
用
し
ま
す
。

指
導

青
梅
き
の
こ
生
産
振
興

会
定
員

人
（
抽
選
）

７０
シ
イ
タ
ケ
栽
培
講
習

シ
イ
タ
ケ
栽
培
講
習
会会

～～～
ド
イ
ド
イ
ツツ
あ
れ
こ

あ
れ
こ
れれ
３３
～～

発

明

の

国

・

ド

イ

ツ

の

自

動

発

明

の

国

・

ド

イ

ツ

の

自

動

車車

東
京
２
０
２
０
大
会
に
向

け
て
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
ド
イ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。昔

の
人
々
は
馬
な
ど
の
動

物
を
利
用
し
た
移
動
、
船
を

使
っ
た
移
動
な
ど
よ
り
速
く

よ
り
遠
く
へ
移
動
す
る
手
段

を
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
人
類
の
「
移

動
」
に
大
き
な
革
命
を
も
た

ら
し
た
の
が
自
動
車
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
重
大
な
こ
の
発
明
品
を
生

み
出
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
ひ

と
り
の
技
術
者
で
し
た
。

そ
の
技
術
者
の
名
前
は
カ

ー
ル
・
ベ
ン
ツ
。
現
在
の
自

動
車
の
基
礎
を
築
い
た
人
物

で
す
。
１
８
８
６
年
、
彼
が

ガ
ソ
リ
ン
付
き
三
輪
車
「
パ

テ
ン
ト
・
モ
ト
ー
ル
ヴ
ァ
ー

ゲ
ン
」
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
世
界
初
の
自
動
車
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
自
動
車
は

発
明
当
時
、
懐
疑
的
な
目
で

見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ベ
ン
ツ
夫
人
ベ
ル
タ
は

そ
の
性
能
を
証
明
す
る
た
め
、

マ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
プ
フ
ォ
ル

ツ
ハ
イ
ム
ま
で
の
約

㎞
の

１００

長
距
離
旅
行
を
行
っ
た
り
し

ま
し
た
。

自
動
車
が
普
及
す
る
ま
で

に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ツ
の
発

明
と
ベ
ン
ツ
夫
人
ベ
ル
タ
の

挑
戦
は
今
日
に
至

る
ま
で
世
界
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
自
動

車
を
生
み
出
し
、

私
た
ち
の
生
活
に

恩
恵
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

アウトバーン
©GNTB/Knobloch,Jochen

自自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
⑱⑱

多
摩
川
遊
歩
道
パ
ト
ロ
ー

多
摩
川
遊
歩
道
パ
ト
ロ
ー
ルル

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
第
５
支
会
長

宮
野
良

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
第
５
支
会
長

宮
野
良
一一

毎
年
参
加
す
る
児
童
も
多

数
お
り
、
地
域
の
行
事
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
参
加
者
が
増

え
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
、
地

域
の
環
境
美
化
意
識
・
河
川

で
の
事
故
防
止
へ
の
啓
発
と

と
も
に
世
代
間
の
交
流
機
会

と
し
て
、
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

▽
青
梅
市
自
治
会
連
合
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w

w
w
.om

e-rengou.jp/

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推

進
課

HP

だ
き
、
当
日
配
布
し
た
し
お

り
に
沿
っ
て
、
沢
井
１
丁
目

か
ら
御
岳
本
町
に
か
け
て
遊

歩
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

観
光
客
に
は
、
川
遊
び
の

事
故
防
止
や
ご
み
持
ち
帰
り

の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
が
、

常
日
頃
か
ら
環
境
美
化
の
意

識
が
高
い
地
域
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
遊
歩
道
内
で
の
大

き
な
ご
み
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、
普
段

は
あ
ま
り
歩
か
な
い
遊
歩
道

の
周
り
の
景
色
に
改
め
て
関

心
を
持
つ
と
と
も
に
、
環
境

美
化
等
へ
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

第
５
支
会
は
、
管
内
の
東

西
に
多
摩
川
が
流
れ
、
沢
井

か
ら
御
岳
に
か
け
て
遊
歩
道

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
春

か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

は
た
い
へ
ん
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。

第
５
支
会
の
自
治
会
長
で

組
織
す
る
「
三
田
地
区
を
見

守
る
会
」
と
「
青
少
年
対
策

三
田
地
区
委
員
会
」
で
は
、

平
成

年
度
か
ら
、
川
遊
び

２２

の
観
光
客
が
多
く
な
る
夏
休

み
最
初
の
土
曜
日
午
前
中
に

児
童
と
一
緒
に
多
摩
川
遊
歩

道
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成

年
度
は
、
晴
天
の

２８

中
、
青
梅
消
防
署
お
よ
び
地

域
の
駐
在
所
の
応
援
を
い
た

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉▲パトロール参加者



広報おうめ ２９.１．１５（８）ホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/

健康診断の結果はいかがでしたか？「健康診断でコレステロールが高めと言われ

た」、「運動も食事も気をつけているのに検査値が下がらない」などの悩みを抱えてい

る方、また健診結果は問題ないが脂質異常症を予防したい方、ぜひご参加ください。

日程・会場・内容・講師

時間 午後１時３０分～３時 ※２月１０日は午前１０時～正午

対象 次の条件をすべて満たす方 ▼昭和２７年４月２日以降生まれの市民 ▼原則全日

参加できる方 ▼運動制限のない方 ※脂質異常症で治療中の方は参加できませんが、

その他の病気で治療中の方は、主治医と相談のうえ、お申し込みください。

定員 先着１５人（予約制） 費用無料

その他 脂質異常症予防教室・６日間コースへお申し込みの方は、左の記事の脂質異

常症予防講演会へのお申し込みは不要です。

申し込み １月１６日から電話で健康センター緯２３－２１９１へ

講師内容会場日程

医師
講演会市役所２階会議室

１月２６日（木）

管理栄養士１月３１日（火）

運動指導員運動実践

健康センター

２月７日（火）

保健師
歯科衛生士

講話など２月１０日（金）

運動指導員運動実践２月２３日（木）

保健師
管理栄養士

食事に関する個別相談
※個別相談は、個別面談での相談か
郵送のどちらかを選択できます。

その他の一日
※後日、相談のうえ調整します。

脂 質 異 常 症 予 防 教 室 ・ ６ 日 間 コ ー ス

コレステロールの善玉と悪玉とは？卵を食べなければ本当に大丈

夫？知っているようでよく知らない脂質異常症の原因や予防法につ

いての最新情報と、生活習慣のヒントやコツをお話しします。

日程・内容・講師 ①１月２６日（木）…脂質異常症の予防や治療に

ついて・高木病院医師 大塚忠典氏②１月３１日（火）…脂質異常症

を防ぐ食事のコツ・管理栄養士 高水秀美氏

時間 午後１時３０分～３時 会場 市役所２階会議室

対象 市民 定員 先着７０人程度（予約制） 費用無料

その他 脂質異常症予防教室・６日間コースへお申し込みの方は、こ

ちらの脂質異常症予防講演会へのお申し込みは不要です ▼どちら

か１日のみの参加でも可 ▼必要な方は筆記用具持参

申し込み １６日から電話で健康センター緯２３－２１９１へ

脂 質 異 常 症 予 防 講 演 会

日時 ２月１３日（月） 午前１０時～正午

会場 小曾木市民センター和室

対象 生後６～７か月の乳児と保護者

内容 離乳食の進め方と中期の離乳食の作り方の説明・試食

定員 先着２０組（予約制）

費用 ２００円

持ち物 バスタオル、ミルク（お湯も含む）、オ

ムツなど外出時に必要な物

申し込み １月１６日から電話緯２３－２１９１で健

康センターへ

モモグモグクラモグモグクラスス
（離乳食教室・中期（離乳食教室・中期））

す
。
感
染
し
た
人
の
お
う
吐
物

や
ふ
ん
便
が
乾
燥
し
て
、
細
か

な
ち
り
と
舞
い
上
が
り
、
そ
の

ち
り
と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
を
吸

い
込
ん
だ
場
合
も
感
染
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

予

防

の

ポ

イ

ン

ト

①
手
洗
い
…
こ
ま
め
な
手
洗
い

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
特

に
排
便
後
、
調
理
や
食
事
の

前
に
は
そ
の
都
度
石
け
ん
と

流
水
で
十
分
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

②
お
う
吐
物
や
ふ
ん
便
の
処
理

感

染

性

胃

腸

炎

と

は

感
染
性
胃
腸
炎
と
は
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
微

生
物
を
原
因
と
す
る
胃
腸
炎
の

総
称
で
す
。
主
な
症
状
は
、
腹

痛
、
下
痢
、
お
う
吐
、
発
熱
で
、

例
年

月
か
ら
２
月
に
か
け
て

１１

が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

感

染

経

路

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
は
、
人
か

ら
人
へ
と
感
染
す
る
場
合
と
、

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
介
し
て
起

こ
る
食
中
毒
に
分
け
ら
れ
ま

感

染

性

胃

腸

炎
（

ノ

ロ

ウ

イ

ル

ス

等

感

染

性

胃

腸

炎
（

ノ

ロ

ウ

イ

ル

ス

等

））

に

ご

用

心

に

ご

用

心

！！

リ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
ご
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
い
方
に
検
査
値
改
善
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
楽
に
減
量
で
き
る
コ
ツ

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

運
動
が
苦
手
な
方
で
も
で
き

る
体
操
教
室
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教

室
、
栄
養
セ
ミ
ナ
ー
等
も
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
費
用
は

無
料
で
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
ご
案
内
が
届
い
た
方

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
セ
ン
タ

ー
☎

・
２
１
９
１

２３

ー
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
④

汁
物
は
野
菜
や
海
藻
、
き

の
こ
で
具
材
た
っ
ぷ
り
に
。

運
動
を
毎
日
の
生
活
に
組
み

込
む

①
日
常
生
活
の
中
で
、

こ
ま
め
に
動
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。（
な
る
べ
く
階

段
を
使
い
、
家
事
は
掃
除

や
買
い
物
で
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
）
②
姿
勢
を
正

し
、
き
び
き
び
歩
き
ま
し

ょ
う
。（
歩
幅
を
大
き
く
、

腕
も
大
き
く
ふ
り
ま
し
ょ

う
）
③
筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

ಛ

定

อ

健

ࢦ

ಋ

（
す
ỳ
͖
Γ
ス
Ϧ
Ϝ
ϓ
ロ
ά
ϥ
Ϝ
）

市
で
は
、
特
定
健
診
を
受

診
し
た
結
果
、
国
が
定
め
る

判
定
基
準
に
該
当
し
た
方
に
、

青
色
の
封
筒
で
「
す
っ
き
り
ス

や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
誘

発
さ
れ
ま
す
。
病
気
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
体
重

を
落
と
す
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

ං
ຬ
を
予
防
ɾ
վ
ળ
す
Δ

ϙ

イ

ン

τ

少
し
ず
つ
の
工
夫
で
摂
取
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ
ー
）
を
ダ

ウ
ン

①
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛

ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。（
一

度
、
箸
を
お
き
ま
し
ょ
う
）

②
カ
ロ
リ
ー
の
低
い
も
の

（
野
菜
や
き
の
こ
、
海
藻
）

か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。
お

な
か
も
落
ち
着
き
ま
す
。

ま
た
糖
の
吸
収
が
緩
や
か

に
な
り
、
急
激
な
血
糖
の

上
昇
を
抑
え
ま
す
。
③
丼

も
の
よ
り
も
定
食
メ
ニ
ュ

特
定
健
診
を
受
診
し
て
、

健
診
結
果
で
気
に
な
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
か
。

「
つ
い
つ
い
忙
し
く
て
自
分

の
こ
と
は
後
回
し
」
に
な
り
が

ち
で
す
。
健
診
は
、
受
け
て

か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
健

診
結
果
で
基
準
値
を
超
え
て

い
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

も
う
一
度
健
診
結
果
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
覚
症

状
が
な
い
今
の
う
ち
か
ら
生

活
習
慣
を
改
善
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

平
成

年
度
青
梅
市
特
定
健

２７

診
実
施
結
果

内
臓
脂
肪
症

候
群
該
当
者
割
合

男
性

…

・
５
％
、
女
性
…
９
・

２７
７
％

肥
満
そ
の
も
の
は
、
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
高
血
圧

健健

診

を

受

け

て

そ

の

ま

ま

に

し

て

い

ま

せ

ん

か

？

健

診

を

受

け

て

そ

の

ま

ま

に

し

て

い

ま

せ

ん

か

？

～

健

診

結

果

を

有

効

に

活

用

し

ま

し

ょ

う

～

健

診

結

果

を

有

効

に

活

用

し

ま

し

ょ

う

～～

…
使
い
捨
て
の
手
袋
、
マ
ス

ク
、
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
塩
素
系
の
漂
白
剤
）
で
処
理

し
ま
し
ょ
う
。
処
理
後
は
、

石
け
ん
と
流
水
で
十
分
に
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
十
分
な
加
熱
…
特
に
カ
キ
な

ど
の
二
枚
貝
を
食
べ
る
と
き

は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。（
中
心
部

が

～

℃
で

秒
間
以
上

８５

９０

９０

の
加
熱
が
必
要
で
す
）

感

染

し

て

し

ま

っ

た

ら

乳
幼
児
や
高
齢
者
で
は
下
痢

等
に
よ
る
脱
水
症
状
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
特
に
高
齢
者
は

誤
嚥
（
お
う
吐
物
が
気
管
に
入

ご

え

ん

る
）
に
よ
る
肺
炎
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
た
め
体
調
の
変
化
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

お
う
吐
の
症
状
が
治
ま
っ
た

ら
、
少
し
ず
つ
水
分
を
補
給
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
セ
ン
タ
ー

☎

・
２
１
９
１

２３

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

定
期
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま

定
期
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
すす

自
己
負
担
額
は
、
２
千

円
５００

で
す
。
予
防
接
種
助
成
実
施
医

療
機
関
な
ど
詳
し
く
は
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
セ
ン
タ
ー

☎

・
２
１
９
１

２３

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
）
を
有

す
る
方
で
接
種
を
希
望
す
る
方

も
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

市
で
は

歳
以
上
の
方
に
対

６５

し
て
、
平
成

年
１
月

日
ま

２９

３１

で
、
１
人
１
回
限
り
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象

の
方
は
、
接
種
日
当
日
に

歳
６５

以
上
の
方
や
、

～

歳
で
、

６０

６４

医医
師
・
保
健
師
・・
管
理
栄
養
士
に
よ

医
師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
るる
健
康
栄
養
相
談

健
康
栄
養
相
談

～

専

門

ス

タ

ッ

フ

がが

ご

相

談

に

応

じ

ま

す

～

専

門

ス

タ

ッ

フ

が

ご

相

談

に

応

じ

ま

す

～～

果
、
お
薬
手
帳
、
健
康
手

帳
、
ふ
だ
ん
の
食
事
記
録

申
し
込
み

１
月

日
か
ら

１６

電
話
緯

・
２
１
９
１
で

２３

健
康
セ
ン
タ
ー
へ

内
容

生
活
習
慣
病
（
脂
質

異
常
症
、
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
）
や
、
そ
の
他
の

病
気
の
予
防
に
関
す
る
個

別
相
談

担
当

医
師
、
保
健
師
、
管

理
栄
養
士

定
員

先
着
６
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

持
ち
物

健
康
診
断
の
結

健
康
診
断
の
結
果
を
見

て
、
心
配
な
こ
と
や
不
安
な

こ
と
、
ま
た
、
ご
自
身
や
ご

家
族
の
健
康
に
つ
い
て
、
気

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
８
日
（
水
）

午

後
１
時

分
か
ら

１５

会
場

健
康
セ
ン
タ
ー
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第１２回青梅市小・中学生の主張大会および

平成２８年度青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰が行われました

お囃子 ☆一小…木崎 雅、來住野美花、雲井陽向、酒田萌花、澤本果奈、山畑祐

也、渡邉あかり☆二小…大津留 涼、久下珠蘭、久保田来羅、後藤海音、杉山真

紀、髙橋映穂、田中翔瑛、山㟢颯斗☆四小…石上咲幸、沖 藍子、蒲生颯梧、神

田美波、鈴木真愛華、田口登夢、宮崎萌衣☆五小…久保茉央、志村梓紗、高橋莉

那、藤井彩乃☆七小…水野歩美、吉﨑夢乃☆友田小…栗原妃夏、矢崎誠人☆一中

…天野由稀、久保峻也、小山るり子、斉藤 南、知久三咲、辻 孝昌、中村佑太

朗、並木理莉奈、西山茉穂、野口雄二太、原島美羽、古川結子、星 美咲季、丸

島さあや、村林一花、山田唯花☆二中…越沼慎生、永島圭太、深澤力ノ慎、水村

菜摘☆三中…遠藤彩音、神永竜馬、櫻井瑠偉、櫻木逸希、檜野航輔☆霞台中…栗

田珠沙、小泉沙弓、畑中康希、松口樹里亜

鹿ノ舞 ☆二中…加藤辰成、久下侠汰

奉納相撲 ☆一小…岩本凌汰、菊地哲平、倉内 昊、佐藤 聡、佐藤 匠、鈴木啓

太、田中未来、福田時主

薪神楽 ☆六小…片栁咲樂、久保田美鈴

１２月３日に「第１２回青梅市小・中学生の主張大会」を市民会館で開催しました。

当日は、応募作品３,３３０人の生徒の中から選ばれた小学生６人、中学生１０人が将来

の夢や生き方、身近な生活や社会に対する考え方、郷土への思いなどを発表しまし

た。

また、青梅市における伝統文化の継承、発展および児童・生徒の郷土愛の育成に

資することを目的とした青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰や、主張大会運営に協

力した生徒に感謝状の贈呈を行いました。

問い合わせ 指導室

題名氏名学年学校名

本当に必要なもの渋川満由６年二小

自分から積極的に清水華蓮６年新町小

人工知能はともだち酒井高行３年三中

初めての国際交流渡辺太樹２年霞台中

青梅市教育委員会賞

審査委員特別賞

題名氏名学年学校名

違いを認め合う白井 宙６年二小

身のまわりの幸せ武智菜々５年二小

これからの青梅市成井義貴６年四小

音楽のあふれる街、青梅小林花菜江３年三中

非核について篠田吏央３年三中

母を目指して古谷 華１年霞台中

待機児童問題について山﨑優依３年吹上中

選挙権について渡辺愛理３年吹上中

お手伝いの大切さ濱中萌子１年新町中

題名氏名学年学校名

私の将来の夢水村彩美６年吹上小
私にできる平和渡邉結子２年二中

言葉と心山根唯奈３年西中

青梅市長賞

青梅市小・中学生の主張大会受賞青梅市小・中学生の主張大会受賞者者
（敬称略・学校順氏（敬称略・学校順氏名名５０５０音順）音順）

青青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰者者
（敬称略・学校順氏（敬称略・学校順氏名名５０５０音順）音順）

市
で
は
、
芸
術
文
化
活
動

で
優
秀
な
業
績
を
あ
げ
た
市

民
に
対
し
て
「
青
梅
市
芸
術

文
化
奨
励
賞
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

月

日
（
土
）
に
市
民

１２

１７

会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

個
人
６
人
と
４
団
体
に
浜
中

市
長
と
岡
田
教
育
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
度
に
受
賞
し
た

方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

☆
個
人

▽
郵
便
…
酒
井
正
雄

▽
音
楽
…
正
田
彩
音

▽
書
道
…
神
山
苺
々
花
、
虻

川
幸
華
、
田
島
知
可
子
、

伊
藤
美
佳

☆
団
体

▽
音
楽
…
三
中
吹
奏
楽
部
、

六
中
吹
奏
楽
部
、
吹
上
中

吹
奏
楽
部
、
泉
中
吹
奏
楽

部
問
い
合
わ
せ

市
民
会
館
緯

・
１
１
３
１

２２

平平平
成成成

年
度
青
梅梅
市市
芸芸
術術
文
化
奨
励

年
度
青
梅
市
芸
術
文
化
奨
励
賞賞

２８２８

市
で
は
、
４
月
に
小
学
校

に
入
学
予
定
の
児
童
の
う

ち
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
が
、
小
学

校
で
の
生
活
を
楽
し
く
円
滑

に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
、
家
庭
や
幼
稚
園
・
保
育

所
等
で
の
生
活
の
様
子
や
、

今
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
、
配
慮
し
て
き
た
こ
と
な

ど
を
就
学
予
定
の
小
学
校
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
「
就
学
支
援

シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

現
在
、
お
子
さ
ん
が
幼
稚

園
・
保
育
所
等
に
通
園
し
て

い
る
場
合
は
、
す
で
に
幼
稚

園
・
保
育
所
等
を
通
じ
て
就

学
支
援
シ
ー
ト
の
活
用
に
つ

い
て
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
通
園
し
て
い
る
幼
稚

園
・
保
育
所
等
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
、
幼
稚
園
・
保

育
所
等
に
通
園
し
て
い
な
い

場
合
で
、「
就
学
支
援
シ
ー

ト
」の
作
成
を
希
望
す
る
保
護

者
は
、
教
育
指
導
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
担

当

新新
入入
学
児
童
の
保保
護
者

新
入
学
児
童
の
保
護
者
へへへ

就
学
支
援
シ
ー
ト
を
ご
存
じ
で
す

就
学
支
援
シ
ー
ト
を
ご
存
じ
で
す
かか

―
楽楽
し
い
学
校
生生
活
を
送送
る
た
め
に

―
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
――

題名氏名学年学校名

主張大会ポスターを作成山本優花マリー６年三小

主張大会司会の進行生徒会霞台中

主張大会で演奏六中吹奏楽部六中

感謝状

小学校児童（一部中学校生徒の作品）の絵画、版画、デザイ

ンなどの平面作品や、粘土、紙、木工などの立体作品、共同作

品を展示します。

日時 １月２８日（土）、２９日（日） 午前９時～午後４時３０分

（入館は４時まで）

会場 市立美術館

観覧無料

※車でご来場の方は、第二駐車場または天ヶ瀬臨時駐車場（天

ヶ瀬町１２０３－２）をご利用ください。なるべく公共交通機

関をご利用ください。

※造形作品展期間中は市立美術館常設展示を休止します。

問い合わせ 指導室指導係

青 梅 市 小 学 校 造 形 作 品 展

平
成

年

月

日
に
大

２８

１１

２７

田
区
民
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、

月

日
に
人
権

１２

２０

擁
護
委
員
、
校
長
、
担
当
教

諭
と
一
緒
に
市
長
へ
受
賞
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
民
安
全
課

市
民
相
談
係

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会
は
、

次
代
を
担
う
中
学
生
に
、
人

権
問
題
に
関
す
る
作
文
を
書

く
こ
と
を
通
じ
、
互
い
の
人

権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
て
も
ら
お
う
と
昭
和

年
５６

度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
が
第

回
目

３６

と
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
東
京
都
大
会
で

は
都
内
で

校
か
ら
４
万
６

３１８

千

編
の
応
募
が
あ
り
、
一

２６３
中
１
年

吉
田
佳か

暖
さ
ん
の

の
ん

作
文
「
よ
り
よ
い
社
会
に
な

る
た
め
に
」
が
優
秀
賞
を
、

新
町
中
２
年

飯
田
珠
世
さ

ん
の
作
文
「
私
の
望
み
」
が

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全全
国国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
トト

東
京
都
大
会
優
秀
賞
、
奨
励
賞
を
受

東
京
都
大
会
優
秀
賞
、
奨
励
賞
を
受
賞賞
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は
ら
は
ら
ド
キ
ド
キ
の
一

輪
車
曲
芸
、
足
の
上
で
く
る

く
る
物
を
回
す
足
芸
、
帽
子

や
傘
の
バ
ラ
ン
ス
や
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
な
ど
を
、
パ
ン
ト
マ

イ
ム
や
笑
顔
と
と
も
に
お
届

け
し
ま
す
。

日
時

１
月

日
（
木
）

午

１９

前
９
時

分
～

時

分

４５

１０

４０

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時

分
（
正

３０

午
～
午
後
１
時
は
食
事

可
）

会
場

畑
中
保
育
園
２
階
す

こ
や
か
ル
ー
ム

パ
フ
ォ
ー
マ
ー

道
化
師

（
ク
ラ
ウ
ン
）

香
山
ひ
ま

わ
り
氏

費
用
無
料

そ
の
他

公
演
中
の
出
入
り

は
北
側
の
階
段
を
上
っ
て

ご
入
場
く
だ
さ
い
▽
駐
車

場
を
利
用
す
る
方
は
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み

日
か
ら
電
話

１６

緯

・
８
１
０
３
で
畑
中

２２
保
育
園
へ

問
い
合
わ
せ

同
園
、
市
子

ど
も
家
庭
支
援
課

「「
プ
ラ
チ
ナ
未
来
ス
ク
ー
ル
」
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

「
プ
ラ
チ
ナ
未
来
ス
ク
ー
ル
」
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ンン

～
地
域
の
魅
力
と
市
民

～
地
域
の
魅
力
と
市
民
をを

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
参
加
者
募

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
参
加
者
募
集集

se.com
/event/ind

ex/4

41526/

か
ら

主
催

プ
ラ
チ
ナ
未
来
ス
ク
ー

ル
実
行
委
員
会
（
青
梅
市
・

羽
村
市
の
共
同
事
業
）

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課

日
時

２
月

日
（
日
）

午
後

１２

１
時
～
６
時
（
零
時

分
受

３０

付
開
始
）

会
場

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

内
容

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン

ズ

小
野
裕
之
氏
に
よ
る

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
▽
西
多
摩
地

域
で
活
躍
す
る
イ
ノ
ベ
ー
タ

ー
に
よ
る
取
り
組
み
発
表
▽

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
取
り
組
み
発
表
等

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

３０

費
用

１
千
円
（
交
流
会
費
）

※
当
日
集
金

申
し
込
み

２
月
３
日
の
午
後

時
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ

１０ー
ム

http://kokuchee

HP

青
梅
市
と
羽
村
市
で
は
、

「
西
多
摩
の
未
来
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ

ー
ン
ズ
と
協
力
し
、「
プ
ラ
チ

ナ
未
来
ス
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
、

地
域
で
活
躍
す
る
方
の
紹
介

や
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る

方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
今
年
度
の
ス
ク
ー
ル

の
ま
と
め
と
な
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
、
取
り
組
み

内
容
の
発
表
や
市
民
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
運
営
な
ど
、
新
た
な
つ

な
が
り
を
つ
く
る
交
流
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
魅
力
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
興
味

の
あ
る
方
や
取
り
組
み
た
い
方

な
ど
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

操
作
技
術
を
習
得
し
て
、
家
庭

や
地
域
、
職
場
等
で
映
写
会
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、

市
民
会
館
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
の
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
借
り
る
際
に
は
、
本
講
習
会

の
修
了
証
が
必
要
で
す
。

日
時

２
月

日
（
金
）

午
後

１０

６
時

分
～
８
時

３０

会
場

市
役
所
２
階

・

会

２０５

２０６

議
室

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で

歳
以
上
の
方

１６

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

１５

費
用
無
料

持
ち
物

顔
写
真
２
枚（
２
・
５

㎝
×
２
・
５
㎝
）、
筆
記
用
具

申
し
込
み

１
月

日
か
ら
住

１６

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
職
業
を
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
思

・
９
８
３
５
ま
た

２２

は
直
接
社
会
教
育
課
（
市
役

所
３
階
）
へ

ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ププププププププププププププププププププ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
クククククククククククククククククククク
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

操
作
講
習
会

家家
庭
教
育
講
演

家
庭
教
育
講
演
会会

食
べ
て
育
む
～
子
ど
も
の
こ
こ
ろ

食
べ
て
育
む
～
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
とと

食
事
の
意
外
な
関
係
性

食
事
の
意
外
な
関
係
性
～～

昨
今
、
一
人
で
食
事
を
す
る

子
ど
も
、
好
き
な
物
だ
け
食
べ

る
子
ど
も
な
ど
、
食
事
に
関
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
子
ど
も
が
増
え
、
体
と
こ

こ
ろ
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
食

事
は
子
ど
も
の
感
受
性
や
こ
こ

ろ
の
安
定
を
育
て
ま
す
。
子
ど

も
の
成
長
に
と
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
食
べ
方
が
好
ま
し
い
の

か
、
ヒ
ン
ト
や
コ
ツ
を
学
び
ま

す
。

日
時

１
月

日
（
土
）

午
後

２８

２
時
～
４
時

会
場

市
民
会
館
第
１
・
２
会

議
室

対
象

小
学
生
以
下
の
保
護

者
、
関
心
の
あ
る
方

講
師

白
梅
学
園
大
学
子
ど
も

学
部
准
教
授

林

薫
氏

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

４０

費
用
無
料

そ
の
他

託
児
あ
り
（
６
か
月

～
未
就
学
児
・
若
干
人
・
先

着
・
予
約
制
）

※
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

共
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
梅
こ
ど

も
未
来

申
し
込
み

日
か
ら
電
話
で

１６

社
会
教
育
課
へ

申
し
込
み

１
月

日
か
ら

１６

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
電
話
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
死d

iv7

050@
city.om

e.tokyo.

jp

で
社
会
教
育
課
へ

※
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
の

方
に
は
、
お
お
む
ね
１
週

間
以
内
に
受
付
確
認
の
返

信
を
し
ま
す
。
返
信
が
無

い
場
合
は
お
手
数
で
す

が
、
社
会
教
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月
７
日
の
火
曜
日

午
後

６
時

分
～
８
時

分

３０

３０

会
場

市
役
所
２
階
会
議
室

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
成
人
女
性

内
容

①
「
わ
た
し
」
の
お

宝
を
活
か
そ
う
！
②
な
り

い

た
い
「
わ
た
し
」
に
近
づ

く
た
め
に
③
「
わ
た
し
」

が
つ
く
る
未
来

講
師

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

岩
嶋
寿
子
氏

定
員

先
着

人
（
予
約
制
）

２０

費
用
無
料

持
ち
物

筆
記
用
具

ご
自
身
の
５
年
後
の
姿
を

明
確
に
想
像
で
き
ま
す
か
。

「
わ
た
し
」
ら
し
く
こ
れ
か

ら
を
生
き
て
い
く
た
め
に
仲

間
と
一
緒
に
「
わ
た
し
」
の

こ
れ
か
ら
を
探
っ
て
い
く
講

座
で
す
。
仕
事
や
地
域
で
の

活
動
に
も
活
用
で
き
る
「
社

会
人
基
礎
力
」
が
、
今
の
自
分

に
身
に
つ
い
て
い
る
か
確
認

も
し
て
み
ま
す
。
全
３
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
座
を
通

し
て
「
わ
た
し
」
の
未
来
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

２
月

日
・

日
、
３

１４

２１

わ
た
し
ら
し
く

わ
た
し
ら
し
く
！！

女
性
の
た
め
の
未
来
力
Ｕ
Ｐ
講

女
性
の
た
め
の
未
来
力
Ｕ
Ｐ
講
座座

市
内
の
小
・
中
学
校
等
に

お
い
て
児
童
・
生
徒
の
生
活

や
学
習
を
支
援
す
る
学
校
教

育
活
動
支
援
員
等
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
職
種

学
校
教
育
活
動

支
援
員
、
学
校
図
書
館
支

援
員
、
特
別
支
援
学
級
介

護
員
、
青
梅
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
支
援
員

勤
務
期
間

４
月
～
平
成
３０

年
３
月

勤
務
日
時

学
校
教
育
活
動

支
援
員
…
週
２
～
５
日
・

１
日
３
時
間
▽
学
校
図
書

館
支
援
員
…
週
２
～
３
日

程
度
・
１
日
２
～
３
時
間

▽
特
別
支
援
学
級
介
護
員

…
週
５
日
・
１
日
６
時
間

以
内
▽
青
梅
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
支
援
員
…
毎
月
第

２
・
３
土
曜
日
・
原
則
午

前
３
時
間

そ
の
他

新
規
の
方
は
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方

申
し
込
み

１
月

日
～

１６

２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
教
育

指
導
担
当
、
指
導
室
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
応
募
動
機
を
添
え
て

郵
送
ま
た
は
直
接
教
育
指

導
担
当
へ

※
申
込
書
は
教
育
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

※
職
務
内
容
、
待
遇
等
の
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
担

当
、
指
導
室

平平平
成成

年年
度度

２２２９９

学学
校校
教教
育
活活
動
支
援
員
等
のの
募募

学
校
教
育
活
動
支
援
員
等
の
募
集集

すす

こ

や

か

ル

ー

す

こ

や

か

ル

ー

ムム

ひ

ま

わ

り

・

に

こ

に

ひ

ま

わ

り

・

に

こ

に

ここ
サ

ー

カ

サ

ー

カ

スス

米
粉
は
小
麦
粉
と
違
い
、
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
が
少
な
く
、
子

ど
も
の
感
覚
遊
び
に
最
適
で

す
。マ

マ
と
一
緒
に
触
れ
て
丸
め

て
伸
ば
し
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

１
月

日
（
木
）

午
前

１９

時
～

時

分

１１

１１

４５

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
は

時
～
正

１０

午

会
場

下
長
渕
自
治
会
館
２
階

大
広
間

対
象

就
学
前
の
親
子
、
妊
娠

中
の
方

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

長
渕
保
育
園

富
樫
緯

・
８
１
０
２
、
市

２２

子
ど
も
家
庭
支
援
課
支
援
係

米

粉

粘

土

で

遊

ぼ

米

粉

粘

土

で

遊

ぼ

うう

推
進
市
民
会
議
企
画
講
座

申
し
込
み

１
月

日
か
ら

１６

電
話
で
社
会
教
育
課
へ

い
服
装
、
筆
記
用
具
、
彫
刻

刀
等
の
木
彫
道
具
一
式

◎
い
ず
れ
も

時
間

午
後
１
時
～
４
時

定
員

①

人
②

人
（
予
約

１５

１２

制
）

※
原
則
、
先
着
順
で
す
が
、
応

募
多
数
の
場
合
は
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
を
優

先
し
ま
す
。

費
用
無
料

２
千
円

そ
の
他

青
梅
市
生
涯
学
習

講
師

明
星
大
学
非
常
勤
講

師

鈴
木
寿
一
氏

服
装
・
持
ち
物

汚
れ
て
も
よ

い
服
装
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
②
木
彫
を
楽
し
む
（
彫
刻
講
座
）

日
程

２
月

日
（
祝
）・

１１

１８

日
（
土
）、
３
月
４
日
（
土
）・

日
（
土
）〈
４
回
〉

２５
会
場

明
星
大
学
青
梅
校
木

材
造
形
工
房

対
象

高
校
生
以
上
で
彫
刻

刀
等
の
木
彫
道
具
を
お
持

ち
の
経
験
者

講
師

明
星
大
学
デ
ザ
イ
ン

学
部
教
授

塩
野
麻
理
氏

服
装
・
持
ち
物

汚
れ
て
も
よ

じ
っ
く
り
芸
術
に
取
り
組

む
冬
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

陶
芸
講
座
は
成
形
・
絵
付
け
・

加
飾
や
施
釉
な
ど
全
工
程
を

か

し
ょ
く

せ

ゆ
う

行
い
焼
き
上
げ
ま
す
。
彫
刻

講
座
は
、
立
体
の
木
彫
り
の

技
術
や
技
法
に
丁
寧
に
取
り

組
み
、
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

①
電
動
ろ
く
ろ
・

手
び
ね
り
体
験
（
陶
芸
講
座
）

日
程

１
月

日
（
土
）、

２８

２９

日
（
日
）、
２
月
４
日
（
土
）・

５
日
（
日
）・

日
（
土
）・

１８

日
（
土
）〈
６
回
〉

２５
会
場

明
星
大
学
青
梅
校
陶

芸
工
房

対
象

中
学
生
以
上

冬

の

芸

術

講

冬

の

芸

術

講

座座

昨
年
の
様
子
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（１１）

２９.１．１５ 広報おうめ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

然
の
会
指
導
▽
費
用
無
料
▽
材

料
、
道
具
は
用
意
し
ま
す
▽
直

接
会
場
へ
▽
久
保
緯

・
１
２

７６

６
５

●
障
害
者
や
高
齢
者
の
生
活
・

就
労
・
教
育
相
談

２
月
１
日

（
水
）

午
後
１
時
～
４
時
▽
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ
る

方
、
高
齢
者
▽
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

白
井
利
明
氏
、
大
澤
洋
子
氏
▽

先
着
３
人
▽
来
場
の
場
合
は
無

料
、
訪
問
相
談
は

円
▽
ボ
ラ

５００

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
み

●
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
事
業

☆
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
サ
ロ
ン
…
２
月
１
日
（
水
）、

日
（
祝
）

午
後
１
時
～
４
時

１１▽
就
労
・
生
き
が
い
支
援
（
パ

ソ
コ
ン
指
導
）、
農
業
サ
ロ
ン

の
日
程
を
発
表
☆
手
作
り
サ
ロ

ン
…
２
月
８
日
（
水
）

午
後
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

緯

・
７
１
６
３

２３
思

・
７
１
６
５

２３

郵
送
…
〒

―
０
０
４
２
青
梅

１９８

市
東
青
梅
１
―

―
３

１７７

●
せ
せ
ら
ぎ
サ
ロ
ン

１
月
２２

日
（
日
）

午
後
１
時

分
～
５

３０

時
▽
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
気
功
体

操
（
香
功
）、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
▽
先
着

人
▽
費
用
無
料

１０

▽
直
接
会
場
へ
▽
こ
こ
ろ
と
体

の
ケ
ア
・
せ
せ
ら
ぎ

横
内
緯

・
５
０
５
５
・
９
６
２
０

０８０●
「
葉
っ
ぱ
」
工
作
教
室

１

月

日
（
木
）

午
後
１
時

分

２６

３０

～
３
時

分
▽
梅
郷
市
民
セ
ン

３０

タ
ー
▽
シ
ュ
ロ
の
葉
で
エ
ビ
や

花
を
作
る
▽
多
摩
・
梅
の
里
自

な
ん
で
も
情
報
局

ア

ン

テ

ナ

ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.

g
esui.m

etro.tokyo.jp/

を
参

照
し
て
申
し
込
み
▽
同
局
総
務

部
広
報
サ
ー
ビ
ス
課
緯

・
５

０３

３
２
０
・
６
６
９
３

●
放
送
大
学
４
月
生
募
集

放

送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
▽
出
願
期
限
…
第
１
回
・
２

月

日
、
第
２
回
・
３
月

日

２８

２０

▽
資
料
請
求
（
無
料
）
等
は
、

同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht

tp://w
w
w
.ouj.a

c.jp/

ま
た
は

同
大
学
東
京
多
摩
学
習
セ
ン
タ

ー
緯

・

・
３
４
６
７
へ

０４２

３４９

HP

HP

（
９
人
制
）
▽
年
額
４
千
円
▽
２

月

日
ま
で
に
体
協
事
務
局
へ

１５
申
し
込
み
▽
小
山
緯

・
６
４

７４

１
７

○
体
協
事
務
局
の
受
付
時
間
○

平
日
…
午
前

時
～
午
後
４
時

１０

土
曜
日
…
午
前

時
～
正
午

１０

（
水
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

官
公
署
だ
よ
り

●
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

平

成

年
４
月
１
日
現
在
、
満

２９

２０

歳
以
上
で
都
内
在
住
の
方
（
公

務
員
、
過
去
に
モ
ニ
タ
ー
を
経

験
し
た
方
、
島
し
ょ
在
住
を
除

く
）
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
と
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
が

で
き
る
方
▽
４
月
１
日
か
ら
１

年
間
▽
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、

施
設
見
学
会
へ
の
参
加
等
▽
１

千
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
選
考
に
よ
り
決
定
）
▽
２

月

日
ま
で
に
都
下
水
道
局
ホ

２８

●
水
泳

木
曜
日

午
前
９
時

～

時
▽
羽
村
市
ス
イ
ミ
ン
グ

１１
セ
ン
タ
ー
▽
宮
崎
京
子
氏
指
導

▽
月
額
３
千
円
、
入
会
金
１
千

円
▽
初
心
者
歓
迎
、
体
験
あ
り

▽
ワ
イ
ワ
イ
シ
ー
ル
ク
ラ
ブ

斉
藤
緯

・
８
１
１
４
・
５
１

０９０

７
１

●
社
交
ダ
ン
ス

土
曜
日

午

後
１
時

分
～
３
時
▽
永
山
ふ

３０

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▽
１
回
１
千

円
▽
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル

柳
沢
緯

・
５
１
９
８
・

０８０

０
０
５
３

☆

そ

の

他

●
千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学

校
通
信
教
育
課
程
生
徒
募
集

都
内
在
住
・
在
勤
で
①
尋
常
小

学
校
・
国
民
学
校
初
等
科
を
修

了
し
た
が
高
等
学
校
の
入
学
資

格
が
な
い
方
②
現
行
制
度
で
の

義
務
教
育
未
修
了
で
学
齢
相
当

年
齢
を
超
過
し
て
い
て
①
に
準

ず
る
方
▽
２
月

日
（
消
印
）

１０

ま
で
に
願
書
提
出
▽
選
考
日
時

は
２
月

日
（
日
）
の
午
前

１２

１０

時
か
ら
▽
同
校
緯

・
３
２
６

０３

５
・
５
９
６
１
へ
問
い
合
わ
せ

の
う
え
申
し
込
み

☆

体

協

だ

よ

り

緯

・
０
８
２
７

２２

●
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
団

体
戦

２
月

日
（
日
）

午
前

１２

９
時
か
ら
▽
総
合
体
育
館
▽
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
協
会

登
録
者
▽
３
ダ
ブ
ル
ス
団
体
リ

ー
グ
戦
▽
男
子
・
女
子
１
～
３
部

▽
１
チ
ー
ム
５
千
円（
協
会
登
録

者
、
高
校
生
以
下
は
３
千

円
）

５００

※
当
日
集
金
▽
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
主
催
▽
１
月

日
ま
で

３１

に
体
協
事
務
局
へ
申
し
込
み
▽

市
川
緯

・
３
０
２
２

２２

●
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
加
盟

チ
ー
ム
募
集

レ
デ
ィ
ー
ス

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
習
会

２

月
３
日
（
金
）

午
後
１
時

分
３０

か
ら
▽
総
合
体
育
館
▽

歳
以

６０

上
▽
岡
部
智
美
氏
指
導
▽
入
場

無
料
▽
初
心
者
歓
迎
▽
直
接
会

場
へ
▽
青
梅
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
女
性
部

並
木
緯

・
２２

４
２
７
８

☆

会

員

募

集

●
茶
道

第
２
・
４
月
曜
日

午
後
１
時
～
５
時
▽
東
青
梅
市

民
セ
ン
タ
ー
▽
志
野
流

中
村

宗
久
氏
講
師
▽
５
人
▽
月
額
３

千
円
▽
東
久

石
川
緯

・
２

ト
ー

ク

２２

３
５
３

●
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

月
・
水
・
木
曜
日

午
後
５
時

分
～
７
時

分
、
土
・
日
曜

３０

３０

日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
※

参
加
で
き
る
日
だ
け
で
可
▽
今

井
小

ほ
か
▽
小
学
４
年
生
以

下
▽
入
会
金
２
千
円
、
小
学
３

年
生
以
下
月
額
３
千
円
、
小
学

４
年
生
以
上
月
額
４
千
円
※
兄

弟
は
割
り
引
き
あ
り
▽
見
学
歓

迎
▽
藤
橋
Ｊ
Ｖ
Ｃ

青
山
緯

・
２
７
４
９
・
７
４
７
６

０９０●
水
泳

火
曜
日

午
前
９
時

～

時
▽
羽
村
市
ス
イ
ミ
ン
グ

１１
セ
ン
タ
ー
▽
水
泳
４
種
目
、
水

中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
の
練
習
▽

月
額
３
千
円
▽
ワ
イ
ワ
イ
ひ
ま

わ
り

小
川
緯

・
６
２
０
１

２３

●
英
会
話

第
１
・
３
水
曜
日

午
前
９
時
～

時
▽
大
門
市
民

１１

セ
ン
タ
ー
▽
大
人
の
初
級
者
▽

人
▽
月
額
１
千

円
▽
１
月

１０

５００

日
か
ら
２
月

日
ま
で
体
験

１８

１５

１
回

円
▽
大
人
の
基
礎
英
語

５００

長
沢
緯

・
８
４
９
６
・
９
０

０９０

１
５

●
カ
ラ
オ
ケ

第
１
・
３
木
曜

日

午
後
６
時
～

時
▽
上
長

１０

渕
自
治
会
館
▽
１
回

円
▽
青

５００

梅
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会

東
緯

・
４
９
４
５
・
６
３
７
２

０９０

円
、
テ
キ
ス
ト
代
２
千
円
▽
国

際
文
化
交
流
協
会

前
田
☎

・
６
４
８
９
・
２
８
０
３
へ

０９０申
し
込
み

●
講
演
会
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境

の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
」

１
月

日
（
土
）

午
後
１
時
～

２８

４
時
▽
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
先
着

人
▽
教
育
支
援
実
践
報
告
、

７０飲
み
物
風
習
ミ
ニ
体
験
、
ス
ラ

イ
ド
ビ
デ
オ
写
真
展
▽

円（
学

５００

生
無
料
・
収
益
は
寄
付
）
▽
親
子

ス
ペ
ー
ス
あ
り
▽
市
・
市
教
育
委

員
会
後
援
▽
ピ
ー
ス
フ
ル
ビ
ー

ン
ズ

浅
見
☎

・
８
３
３
１
・

０９０

９
０
２
４
へ
申
し
込
み（
空
席
あ

れ
ば
当
日
直
接
会
場
へ
も
可
）

●
う
た
ご
え
喫
茶
「
ね
が
い
」

１
月

日
（
日
）

午
後
１
時
～

２９

４
時
▽
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

皆
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
▽

円
（
茶
菓
代
含
む
）
▽
青
梅
・

７００音
楽
を
愛
す
る
９
条
の
会

た

い
ら
緯

・
１
１
２
３
・
１
９

０９０

３
４
へ
申
し
込
み

劇
団
ア
カ
パ
ン
ツ
出
演
▽
先
着

人
（
予
約
席
、
当
日
席
各

６０

３０

席
）
▽
入
場
無
料
▽
駐
車
場
先

着
６
台
▽
同
園

井
本
緯

・
０７０

５
５
７
１
・
６
１
０
２
へ
申
し

込
み
ま
た
は
直
接
会
場
へ

☆

催

し

●
認
知
症
予
防
「
脳
ト
レ
サ
ー

ク
ル
」

１
月

日
（
火
）

午

１７

後
２
時
～
３
時

分

青
梅
・

３０

今
井
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
先
着
３０

人
▽

円
（
資
料
代
）
▽
軽
く

１００

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物

持
参
▽
直
接
会
場
へ
▽
三
多
摩

健
康
友
の
会
青
梅
奥
多
摩
支
部

小
林
☎

・
０
３
３
９

３１

●
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓

国
語
入
門
講
座

２
月

日
～

１７

４
月
７
日
の
金
曜
日
（
８
回
）

韓
国
語
…
午
後
６
時
～
７
時
、

英
語
…
午
後
７
時

分
～
８
時

３０

分
▽
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

３０自
己
紹
介
、
簡
単
な
会
話
を
学

ぶ
▽
先
着

人
▽
８
回
５
千

１５

☆

催
し
（
子
ど
も
向
け
）

●
紙
芝
居

１
月

日
（
日
）

１５

午
前

時
～

時
▽
今
井
市
民

１０

１１

セ
ン
タ
ー
▽
て
ぶ
く
ろ
を
か
い

に
、
モ
チ
モ
チ
の
木
▽
入
場
無

料
▽
直
接
会
場
へ
▽
青
梅
紙
芝

居
劇
団

小
割
緯

・
５
５
１
６

３１

●
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ

１
月

日
（
金
）
午
前

時

分
～

２０

１０

３０

時

分

東
青
梅
市
民
セ
ン

１１

３０

タ
ー
▽
ト
ン
ネ
ル
、
迷
路
な
ど

作
成
し
遊
ぶ
▽
１
歳
前
後
～
未

就
学
児
の
親
子
▽
先
着

組
▽

１０

費
用
無
料
▽
ク
レ
ヨ
ン
、
飲
み

物
持
参
▽
コ
ロ
コ
ロ
ク
ラ
ブ

中
村
☎

・
１
８
０
０
・
９
９

０９０

０
１
へ
申
し
込
み

●
０
歳
か
ら
の
人
形
劇
会

２

月
６
日
（
月
）

午
前

時

分

１０

３０

～

時

分
▽
も
み
の
木
幼
児

１１

２０

園
▽
未
就
園
児
の
親
子
▽
科
学

手
品
を
織
り
交
ぜ
た
人
形
劇
▽

ຖि༵ؒ૭ޱͷ ͢·Ͱ͝ར༻い͚ͨͩ·࣌̔ޙޕ● 市民課・保険年金課・高齢介護課・障がい者福祉課・子育て推進課・市民税課・収納課・資産税課
★
★
★ ★

★
★

★
★
★

時

分
～
４
時
▽
生
き
が
い
支

３０
援
（
木
で
作
る
ブ
ロ
ー
チ
や
壁

掛
け
・
折
り
紙
等
の
制
作
）
☆

い
ず
れ
も
…
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
▽
初

参
加
者
無
料
、
２
回
目
以
降
会

員
制
（
年
度
会
費
２
千
円
※
材

料
代
別
途
）
▽
直
接
会
場
へ

●
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
教
室

２
月

日
（
祝
）、

１１

日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

２５
分
※
午
後
零
時

分
に
東
青

３０

４０

梅
駅
改
札
口
前
に
迎
え
あ
り
▽

福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
視
覚
障
害
の

あ
る
初
心
者
▽
画
面
が
見
え
な

く
て
も
便
利
に
パ
ソ
コ
ン
利
用

▽
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青

梅
指
導
▽
先
着
２
人
▽
費
用
無

料
▽
古
矢
緯

・
１
５
５
２
・

０９０

７
０
５
０
へ
申
し
込
み

振振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
るる

特
殊
詐
欺

特
殊
詐
欺
にに
ご
注
意
く
だ
さ

ご
注
意
く
だ
さ
いい

青

梅

警

察

署

管

内

の

振

り

込

め

詐

欺

等

被

害

発

生

状

況

等

（

平

成

年

中

）

２８

▽
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

被
害
…

件
・
９
千

万

１０

８５５

円
▽
金
融
機
関
職
員
に
よ
る

詐
欺
被
害
の
未
然
防
止

…

件
・
４
千

万
円

２０

７７１

今
年
も
振
り
込
め
詐
欺
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

昨
年
は
、
青
梅
警
察
署
管

内
で
、
合
計
約
１
億
円
の
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

警
視
庁
全
体
で
も
、
振
り

込
め
詐
欺
の
被
害
件
数
が

増
え
、
多
数
の
被
害
者
が
出

て
い
ま
す
。

▽
お
金
は
す
ぐ
に
振
り
込

ま
な
い
！
渡
さ
な
い
！

▽
電
話
が
か
か
っ
て
き
て

も
慌
て
な
い
！

▽
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
す
ぐ
に

番
１１０

通
報
を
！

振

り

込

め

詐

欺

等

被

害

に
あ
わ
な
い
た
め
に

市
や
青
梅
警
察
署
で
は
、

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

６５象
に
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の

被
害
防
止
の
た
め
、「
自
動

通
話
録
音
機
」
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
市
市
民

安
全
課
ま
た
は
青
梅
警
察

署
防
犯
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
安

全
課
市
民
安
全
係
、
青
梅

警
察
署
防
犯
係
☎

・
０

２２

１
１
０

防災行政無線が聞き取れなかった時は、電話応答０８００－８００－００６２（通話無料）をご利用ください ―防災課防災係―

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼
眼

眼眼眼眼眼眼眼 眼眼眼眼眼眼眼広告

平成２８年１２月２０日、畑中出身の松本 茜さんが浜中市長を訪問し、

１月から２年間、青年海外協力隊員としてアフリカ大陸のマラウイ共

和国に派遣されることを報告しました。

マラリアの研究や新薬開発の治験モニ

タリングなどに従事していた松本さんに

は、研究の成果が現場に届くまでに時間

がかかることからも、いつかは現地で活

動したいという思いがありました。「現

地の人たちと同じ目線に立って健康教育

などに取り組み、地域の保健・医療の向

上に努めたい」と抱負を語りました。

青青年海外協力隊青年海外協力隊

松本 茜さんがマラウイ共和国松本 茜さんがマラウイ共和国へへ

▲自動通話録音機
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次号の新聞折り込みは２月１日です 再生紙を使用しています
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ら
も
高
度
な
技
術
を
持
っ
て

作
成
し
た
こ
と
が
推
測
で
き

ま
す
。

広
大
な
裏
宿
遺
跡
の
ほ
ん

の
一
部
の
発
掘
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
遺
物
や
遺
構

に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
で
の
縄

文
時
代
全
般
、
特
に
柄
鏡
形
住

居
が
作
ら
れ
た
短
い
時
期
に

お
け
る
生
活
遺
構
な
ど
の
全

貌
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
土
器
は
、
郷
土
博
物
館

「
青
梅
市
の
文
化
遺
産
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館

緯

・
６
８
５
９

２３

径
約

唖
、
底
部
の
直
径
約
８

４４

唖
、
重
さ
６
・
５
茜
で
一
部
は

朱
で
彩
ら
れ
、
縄
文
は
一
切
付

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

口
縁
部
に
は
、
帯
状
の
把と

っ

手て

が
向
か
い
合
っ
て
付
け
ら
れ
、

極
端
に
小
さ
な
底
の
部
分
と

大
き
く
張
り
出
し
た
胴
の
部

分
の
対
比
が
印
象
的
で
す
。

こ
の
土
器
の
文
様
は
器き

面め
ん

を
大
胆
に
使
い
、
微び

隆
り
ゅ
う

起き

帯た
い

で
形
作
り
、
底
部
か
ら
左
右
に

噴
き
出
す
よ
う
な
渦
巻
き
状

の
柄
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

が
ら

す
。
見
方
に
よ
る
と
大
き
な

ハ
ー
ト
形
に
見
え
、
遠
望
す
る

と
カ
マ
キ
リ
の
顔
の
部
分
を

描
い
た
よ
う
に
も
見
え
て
、
文

様
の
発
想
に
驚
き
ま
す
。

砂
混
じ
り
の
粘
土
で
仕
上

げ
た
焼
き
は
硬
質
で
あ
り
、
底

に
対
す
る
胴
部
の
安
定
性
を

考
慮
し
、
形
や
文
様
の
発
想
か

「
柄
鏡
形
敷し

き

石
住
居
」
と
呼
ば

い
し

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
遺
跡
で
は
柄
鏡
形
敷

石
住
居
跡
が
４
か
所
見
つ
か

り
、
写
真
は
そ
の
中
で
も
最
後

に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
住

居
跡
の
張
り
出
し
部
に
設
け

ら
れ
て
い
た
埋う

め

甕
で
す
。

が
め

時
代
は
縄
文
時
代
中
期
の

終
わ
り
、
加か

曾そ

利
Ｅ
様
式
の
土

り

器
で
、
ほ
ぼ
完
形
に
近
く
、
焼

き
方
や
形
、
文
様
も
す
ば
ら
し

く
、
市
内
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土

し
て
い
な
い
珍
し
い
も
の
で

す
。全

高
約

唖
、
胴
部
の
最
大

３５

裏
宿
遺
跡
は
今
か
ら
約
４

千
年
前
の
、
縄
文
時
代
中
期
末

葉
を
主
と
す
る
遺
跡
で
す
。

昭
和

年
７
月
に
発
掘
調

５８

査
が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
や
縄

文
時
代
の
住
居
跡
と
と
も
に
、

磨ま

製せ
い

石せ
き

斧
や

ふ

石せ
き

鏃
、
細
長
い
編

ぞ
く

み
物
用
と
思
わ
れ
る
石
な
ど

が
見
つ
か
り
、
集
石
遺
構
や
貯

蔵
穴
な
ど
も
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。縄

文
時
代
の
住
居
跡
は
、
一

般
的
に
は
円
形
ま
た
は
隅す

み

丸ま
る

方ほ
う

形
で
す
が
、
あ
る
時
期
だ
け

け
い

柄え

鏡
か
が
み

形
に
作
り
、
床
面
や

が
た

柄え

の
部
分
に
石
を
敷
き
詰
め
る

裏裏裏
宿宿
遺遺
跡跡
か
ら
出
土
の
埋

か
ら
出
土
の
埋
甕甕

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴

市
文
化
財
保
護
指
導
員

鈴
木
晴
也也

な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝
学
校
な

ど
子
ど
も
た
ち
の
前
で
、
読
み

聞
か
せ
や
お
は
な
し
会
の
活
動

を
し
て
い
る
方
、
す
る
予
定
が

あ
る
方
▽
内
容
＝
絵
本
の
持
ち

方
、
め
く
り
方
、
選
び
方
等
▽

定
員
＝
先
着

人
▽
費
用
無
料

３０

▽
そ
の
他
＝
学
校
な
ど
で
読
み

た
い
絵
本
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
▽
直
接
会
場
へ

お

は

な

し

会

日
時
＝
１
月

日
（
土
）

午

２８

前

時
～

時

分
▽
会
場
＝

１１

１１

４０

お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝
４

歳
以
上
▽
内
容
＝
日
本
と
外
国

の
お
話
の
語
り
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
▽
定
員
＝
先
着

人
程

３０

度
▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
直
接
会
場

へお
は
な
し
会
「
絵
本
の
森
」

日
時
＝
２
月
３
日
（
金
）

午

前

時

分
～

時

分
▽
会

１０

３０

１１

１０

場
＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象

＝
２
～
４
歳
児
と
保
護
者
▽
内

容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
な
ど
▽
定
員
＝
先
着

組
１５

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の

会
こ
ろ
り
ん
」
▽
直
接
会
場
へ

日
時

１
月

日
（
日
）

午
前

２２

９
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

収
納
課
収
納
管

理
係

市
民
税
・
都
民
税
…
４
期

国
民
健
康
保
険
税
…
７
期

介

護

保

険

料

…

７

期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
７
期

市
民
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は

日
（
月
）
で
す
。

１６市

民

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

霞

丘

陵

を

歩

く

日
時
＝
１
月

日
（
日
）

午

２２

前
８
時

分
～
８
時

分
に
今

１５

３０

井
市
民
セ
ン
タ
ー
集
合
・
受
付
、

８
時

分
出
発
※
雨
天
・
降
雪

５０

等
コ
ー
ス
不
良
の
場
合
は
中
止

▽
内
容
＝
体
力
増
進
、
健
康
保

持
を
目
的
と
し
て
、
埼
玉
県
境

か
ら
七
国
峠
を
経
由
す
る
霞
丘

陵
を
歩
く
（
約
６
娃
）
※
所
要

時
間
３
時
間
程
度
▽
費
用
無
料

▽
共
催
＝
青
梅
市
、
青
梅
市
自

治
会
連
合
会
第

支
会
▽
直
接

１１

集
合
場
所
へ

調

布

こ

と

ぶ

き

大

学

日
時
＝
１
月

日
（
水
）

午

２５

後
零
時

分
か
ら
▽
対
象
＝
市

３０

内
在
住
の

歳
以
上
の
方
▽
内

６０

容
＝
第

回
新
春
芸
能
大
会

２４

（
歌
・
舞
踊
な
ど
の
披
露
）
▽
共

催
＝
調
布
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
▽
入
場
無
料
▽
直
接
会

場
へ中

央
図
書
館
に
お
越
し
の
際

は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

絵

本

の

べ

ん

き

ょ

う

会

日
時
＝
１
月

日
（
金
）

午

２７

前

時
～
正
午
▽
会
場
＝
お
は

１０ 市
民
セ
ン
タ
ー

長
淵
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
３
２
４
９

２２

中
央
図
書
館

緯

・
６
５
４
３

２２

だ
い
通
知
し
ま
す
）

会
場

東
青
梅
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
区
分

▽
菓
子
の
部

▽
食
品
の
部

▽
民
芸
・
工
芸
、
そ
の
他
の
部

費
用

２
千
円
（
同
協
会
会

員
は
免
除
）

結
果

通
知
（
４
月
上
旬
ま

で
）
お
よ
び
推
奨
状
（
４

月
中
）
を
郵
送

推
奨
期
間

４
月
～
平
成
３２

年
３
月

日
の
３
年

３１

問
い
合
わ
せ

同
協
会
事
務

局
緯

・
２
４
８
１
、
電
子

２４

メ
ー
ル
死om

e-2481@
o

m
eka

nko.g
r.jp

、
市
商

工
観
光
課

御
岳
交
流
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
青
梅
市

観
光
協
会
事
務
局
へ

※
申
請
用
紙
は
、
同
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可

審
査
方
法

▽
現
在
推
奨
し
て
い
る
土
産

品
を
継
続
し
て
申
請
す
る

場
合
…
書
類
審
査
の
み

※
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
変

更
が
あ
る
場
合
は
画
像
を

添
付

▽
新
規
に
申
請
す
る
場
合
…

審
査
会
前
日
（
３
月
下
旬
）

ま
で
に
同
協
会
へ
次
の
商

品
２
点
を
搬
入

▽
包
装
紙
に
包
ん
だ
商
品
１

点
▽
包
装
紙
に
包
ま
な
い
商
品

１
点

※
菓
子
・
食
品
は
返
送
し
ま

せ
ん
。

日
程

３
月
下
旬
（
決
定
し

青
梅
市
観
光
協
会
で
は
、

観
光
土
産
品
審
査
会
を
実
施

し
ま
す
。

推
奨
土
産
品
に
は
、
青
梅

市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
チ
ラ
シ
等
で
広
告
、
宣

伝
を
行
い
、
１
社
に
つ
き
推

奨
シ
ー
ル

シ
ー
ト
（

枚
）

３０

９００

を
配
布
し
ま
す
。（
そ
れ
以

上
に
必
要
な
場
合
は
実
費
）

出
品
条
件

▽
市
内
の
土
産
品
等
の
製
造

業
者
で
あ
る
こ
と
。
１
社

に
つ
き
原
則
５
品
ま
で

▽
土
産
品
製
造
業
者
の
出
品

の
了
承
を
得
た
卸
・
小
売

業
者
な
ど
で
あ
る
こ
と

申
し
込
み

１
月

日
～
２

１６

月

日
に
青
梅
市
観
光
協

２８
会
事
務
局
、
青
梅
観
光
案

内
所
、
青
梅
商
工
会
議
所
、

青青

梅

市

観

光

協

会

推

奨

土

産

品

を

募

青

梅

市

観

光

協

会

推

奨

土

産

品

を

募

集集

今
井
市
民
セ
ン
タ
ー

緯

・
８
６
０
０

３１

日

曜

納

税

窓

口

１

月

の

納

期

青

梅

市

の

文

化

遺

産

１

柔道スポーツ教室（予定）

日時会場

午前９時から日
青梅市民センター

（永山体育館）

午前９時から日長淵市民センター

午前９時から日大門市民センター

午前９時から日梅郷市民センター

午前９時から土沢井市民センター

午前８時から日新町市民センター

開講式…全教室合同で４月初旬に総
合体育館で実施

平平
成成

年
度

柔
道
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募

年
度

柔
道
・
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集集

２９２９

期
間

４
月
～
平
成

年
３
月

３０

会
場
・
日
時

左
表
の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生

指
導

市
柔
道
連
盟
、
市
剣
道

連
盟

受
講
料
無
料

※
柔
道
衣
、
剣
道
衣
、
竹
刀
等

用
具
は
各
自
負
担

申
し
込
み

３
月

日
ま
で
に

１７

申
込
用
紙
（
各
市
民
セ
ン
タ

ー
、
総
合
体
育
館
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
総
合

体
育
館
窓
口
へ

※
現
在
こ
の
教
室
に
参
加
し
て

い
る
方
も
、
年
度
ご
と
に
あ

ら
た
め
て
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
推
進

課

剣道スポーツ教室（予定）

日時会場

午後３時から土
青梅市民センター

（天ヶ瀬体育館）

午後３時から土長淵市民センター

午後３時から土大門市民センター

午後５時から土梅郷市民センター

午後４時から土沢井市民センター

午前８時から日小曾木市民センター

午後３時から土成木市民センター

午後２時から土東青梅市民センター

午前１０時から日新町市民センター

午後３時から土河辺市民センター

開講式…全教室とも各教室初回に実施

青
梅
商
工
会
議
所
で
は
、

お
店
の
ス
タ
ッ
フ
（
店
員
）

が
講
師
と
な
り
、
専
門
店
な

ら
で
は
の
知
識
や
情
報
を
受

講
生
（
お
客
さ
ん
）
に
伝
え

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
得
す
る
ま

ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
ま
ち
ゼ

ミ
）」
を
開
催
し
ま
す
。

青
梅
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
で
講
座
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

に
な
る
お
店
や
講
座
へ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間

２
月
１
日
（
水
）
～

日
（
火
）

２８
チ
ラ
シ
設
置
場
所

各
市
民

セ
ン
タ
ー

ほ
か

問
い
合
わ
せ

青
梅
商
工
会

議
所
中
小
企
業
相
談
所
緯

・
０
１
１
３

２３

第第第

回

青

梅

ま

ち

ゼ

ミ

開

回

青

梅

ま

ち

ゼ

ミ

開

催催

１０１０

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
谷
合
氏
見
聞
録
」
が

郷
土
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
、
企
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

「
谷
合
氏
見
聞
録
」
は
、
江
戸

時
代
に
二
俣
尾
村
（
市
内
二
俣

尾
）
の
名
主
で
あ
っ
た
谷
合
七
兵

衛
吉
治
が
自
身
の
見
聞
を
書
き

残
し
た
も
の
で
す
。元
禄

（
１

１１

６
９
８
）
年
か
ら
寛
保
４
（
１
７

４
４
）年
ま
で
、
お
よ
そ
半
世
紀

に
渡
り
書
き
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。政
治
・
事
件
・
天
変
地
異
か

ら
村
の
生
活
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
が
書
き
残
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
世
相
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し

て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

本
企
画
展
で
は
、「
谷
合
氏

見
聞
録
」の
記
述
を
も
と
に
、
当

時
起
き
た
事
件
や
世
相
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

会
期

１
月

日
（
土
）
～
４

２８

月

日
（
日
）

１６

休
館
日

月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、
翌
平
日
が
休
館

会
場

郷
土
博
物
館
１
階
企
画

展
示
室

入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

郷
土
博
物
館
緯

・
６
８
５
９

２３

郷
土
博
物
館
企
画

郷
土
博
物
館
企
画
展展

一
名
主
が
見
た
江
戸
時
代
の
世

一
名
主
が
見
た
江
戸
時
代
の
世
相相

「
谷
合
氏
見
聞
録
」
の
世

「
谷
合
氏
見
聞
録
」
の
世
界界見聞録に描かれた

すい星の図

推奨シール

見 本
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